
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
用
字
法

|
|
古
事
記
と
源
氏
物
語
を
比
較
し
て
ー
ー
ー

は

じ

め

平
安
時
代
の
物
語
に
使
用
さ
れ
た
語
棄
は
和
語
が
基
調
と
な
っ
て

い
る
が
、
同
時
に
ま
た
多
く
の
漢
語
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
漢
語
サ
変
動
調
と
し
て
使
わ
れ
る
漢
語
も
多
く
含
ま
れ
る
。

(l
)
 

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
い
え
ば
、
源
氏
物
語
を
例
に
す
る
と
、

「念
」
「奏
」
「具
」
「
諦
」
と
い

っ
た
三
十
六
種
の
漢
語
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
漢
語
は
表
記
の
う
え
で
は
、
漢
字

一
字
に
相
当
す
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
字
の

一
群
を
、
一
字
漢
語
サ
変
動
調
形
成

漢
字
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
動
作
性
の
意
味
を
有
す
る
全

漢
字
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢

字
は
、
ど
う
い
う
過
程
を
た
ど
っ
て
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
な
る
資
格
を

得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

「恨
」
と
い
う
漢
字
と

「怨
」
と
い

う
漢
字
は
ど
ち
ら
も

「
ウ
ラ
ム
」
と
い
う
和
訓
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
み
て
も
、
類
似
の
動
調
的
意
味
を
共
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

柚

木

史

靖

が
、
平
安
時
代
の
和
文
で
は
、

「怨
ず
」
は
使
わ
れ
る
が
「
恨
ず
」
は

使
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
漢
語
と

し
て
の
定
着
度
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
が
、
そ
れ
に

し
て
も
「
怨
」
(
ゑ
ん
)
が
漢
語
と
し
て
定
着
し
、

「恨
」
(
こ
ん
)
が

定
着
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
、
「
怨
」
は
漢
語
と
し
て
定
着
し
て

い
っ
た
の
か
な
ど
、
様
々
な
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
ら
多
く
の

問
題
を
、
本
稿
の
み
で
解
明
す
べ
く
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を

発
端
に
し
て
考
察
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
平
安
時
代
よ
り
も
前
の
時
代
、
す
な
わ
ち
漢
字
の
み
で
文

章
を
書
き
表
し
て
い
た
時
代
に
お
い
て
、
や
が
て
漢
語
サ
変
動
詞
の

資
格
を
持
つ
よ
う
に
な
る
コ
一十
六
種
の
漢
字
は
、
ど
の
よ
う
な
使
わ

れ
方
を
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漢
語
サ
変
動
調
と
し
て
の
使

い
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
何
ら
か
の
兆
し
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

ー 1



う
か
。
こ
れ
を
、

古
事
記
で
み
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
趣
旨

で
あ
る
。

字源
と氏
古望
毛辛子 ロ日

記に
面お
現け
漢る
字二
と圭
の霊
トド ロ口

装工
多乙

動
調
形
成
i莫

ま
ず
、
源
氏
物
語
に
お
け
る

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
種

類
と
出
現
数
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
管
見
に
入
っ
た
限
り
に
お

い
て
、
字
種
は
資
料
1
に
示
し
た
三
十
六
種
で
あ
る
。

出
現
数
の
多

い
順
に
上
位
の
五
種
を
示
せ
ば
、
「
念
ず
」
(
六
十
七
例
)
、

「奏
す
」

(六
十
例
)
「
諦
す
」
(四
十
八
例
)
「
具
す
」
(三
十
六
例
)
「
怨
ず
」

(三
十
四
例
)
と
な
る
。
つ
づ
い
て
、
こ
れ
ら
の
漢
字
が
、
古
事
記
に

も
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
た
の
が
資
料
2
で
あ
る
。
こ
れ

を
み
る
と
、

三
十
六
種
中、

二
十
種
が
古
事
記
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち

「
難
」
と

「
先
」
は、

そ
れ
ぞ
れ
古
事
記
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
古
典
文
学

大
系
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
カ
タ
シ
L

「
ワ
ザ
ハ
ヒ
」
(
難
)
、
「
マ
ヅ
」
「
サ

キ
ニ
」
「サ
キ
ノ
」
(
先
)
の
よ
う
に
、
動
調
と
し
て
読
ま
れ
た
例
は

な
い
の
で
考
察
か
ら
は
ず
す
。
こ
の
よ
う
に
三
十
六
種
中
、
約
半
分

の
十
九
種
が
古
事
記
に
出
現
し
、
し
か
も
動
調
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
(
以
下
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
古
事
記
は
日
本
古

典
文
学
大
系
を
、
源
氏
物
語
は
源
氏
物
語
大
成
を
使
用
し
た
。)

{資
料
1
】
源
氏
物
語
に
お
け
る

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
出

現
数

一
覧
表

sIl 按 孝 調 念

1 1 3 15 67 

用 要 辞 制 奏

l 1 3 12 60 

論 勘 拝 請 ー目

1 1 3 8 48 

和 感 迎、 信 具

1 1 3 7 36 

死 対 臆 怨

1 3 6 34 

動 弄 興 屈

1 3 4 25 

難 先 困 領

1 2 4 24 

f背 練 講 啓

1 2 3 15 

{資
料
2
}
源
氏
物
語
に
お
け
る
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
と
古

事
記
出
現
漢
字
と
の
比
較
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(
注
)
源
氏
物
語
に
お
け
る

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
が
古
事
記

に
認
め
ら
れ
、
し
か
も
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
す
。

源
氏
物
語
に
お
け
る
一
字
漢
語
サ
変
動
調
形
成
漢
字
が
古
事
記

に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
す
。

源
氏
物
語
に
お
け
る
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
が
古
事
記

に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
動
詞
と
し
て
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
を
一
不
す
。

日
本
古
典
文
学
大
系
に
お
け
る
読
み
を
示
す
。
こ
の
う
ち
、

丸
括
弧
に
入
れ
て
示
し
た
も
の
は
、
動
詞
と
し
て
読
ま
れ
て

い
な
い
例
で
あ
る
。

O × ム備
考

~3 ~ 

尚
、
資
料
2
に
は
、
熟
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
は
含
ま
れ
て
い

な
い
の
で
、
別
に
示
し
て
お
く
。

怨
(
恨
怨
)
具
(
喪
具
)
辞
(
旧
辞

・
辞
理
)
死
(
死
人
)

先
(
先
紀
)
信
(
比
古
布
都
押
之
信
命
)
調
(
御
調
)
服
(
服

屋

服

織

女

衣

服

帰

服

呉

服

)

三
、
古
事
記
に
お
け
る
用
字
法

」
こ
で
は
、

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
う
ち
、
古
事
記
に



も
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
用
法

を
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(
2
)
 

今川

源
氏
物
語
に
、
「
念
ず
」
は
六
十
七
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の

二
例
を
次
に
示
す
。

①
い
と
心
あ
は
た
〉
し
け
れ
ば
、
か
わ
の
み
づ
を
あ
ら
ひ
て
、
き
よ

み
づ
の
く
わ
ん
を
ん
を
ね
む
じ
た
て
ま
つ
り
で
も
、
す
べ
な
く
お

も
ひ
ま
ど
ふ
。

(
夕
顔
大
成
問
頁
7
行
目
)

②
御
心
ち
い
と
く
る
し
き
を
ね
ん
じ
つ
〉
、
お
ほ
し
お
こ
し
て
、
こ

の
御
い
そ
ぎ
は
で
ぬ
れ
ば
、
三
日
す
ぐ
し
て
(
若
菜
上
大
成
山

頁
日
行
目
)

①
は
、
観
音
が
行
為
の
対
象
と
な
る
例
で
、
こ
こ
で
の
「
念
ず
」

は
「
祈
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
①
は
「
御
心
ち
い
と
く
る
し
き

を
」
が
行
為
の
対
象
と
な
る
例
で
、
こ
こ
で
の

「念
ず
」
は

「我
慢

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
で
は
「
念
」

が
、
二
例
認
め
ら
れ
る
。

①
妾
巳
妊
身
、
今
臨
産
時
、
此
念
、
天
神
之
御
子
、
不
可
生
海
原
。

故
、
参
出
到
也
。
(
胤
頁
1
行
目
)

②
自
其
地
発
、
到
当
雲
野
上
之
時
、
詔
者
、
五
口
心
恒
念
自
虚
期
行
。

(
出
頁

m行
目
)

①
の
例
は
、
海
神
女
が
心
の
中
で
思
う
に
は
、
「
天
神
を
父
と
す
る

子
は
海
原
で
産
む
べ
き
で
は
な
い
の
で
海
原
か
ら
出
て
き
た
」
と

い

う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
念
」
は
、
単
に
「
思
う
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
「
精
神
を
集
中
し
て
思
う
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
後
者
の
方
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
源
氏
物
語
の
「
念
ず
」
に
近
い
意
味
と
な
ろ
う
。
②
の
例

は、

「私
(
倭
建
命
)
は
、
平
素
か
ら
、
歩
く
の
は
も
ど
か
し
い
の

で
、
空
を
飛
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
念
」
も
、
単
に

「思
う
」
の
意
味
で
も
解
釈
で
き
る
し
、

「
精
神
を
集
中
し
て
思
う
」
と
い
う
意
味
で
も
解
釈
で
き
る
。
こ
の
二

例
だ
け
で
は
、
古
事
記
の
「
念
」
の
意
味
を
い
ず
れ
と
も
判
じ
が
た

い
。
も
し
、

「念
」
の
意
味
を

「精
神
を
集
中
し
て
思
う
」
と
考
え
る

な
ら
、
源
氏
物
語
の
「
念
ず
」
と
の
共
通
点
を
認
め
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
古
事
記
の
「
念
」
に
は
「
観
音
」

「
神
」
(
信
仰
の
対
象
)
と
い
っ
た
よ
う
な
語
を
対
象
に
す
る
使
い
方

や
「
病
気
」
や

「災
難
」
(
苦
し
み
の
内
容
)
と
い
っ
た
よ
う
な
語
を

対
象
に
す
る
使
い
方
が
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
古
事
記
の
「
念
」

と
源
氏
物
語
の

「
念
、
ず
」
の
意
味
に
は
隔
た
り
が
あ
る
と
い
え

よ、っ
。

- 4 ー



奏

源
氏
物
語
に
は
、
「
奏
す
」
は
六
O
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の

二
例
を
次
に
一
不
す
。

①
日
々
に
を
も
り
給
て
、
た
ず
五
日
六
日
の
ほ
ど
に
、
い
と
よ
は
う

な
れ
ば
、
は
、
君
な
く
/
L
B
そ
う
し
て
、
ま
か
で
さ
せ
た
て
ま
つ

り
た
ま
ふ
。
(
桐
壷
大
成
8
頁
6
行
目
)

②
日
ゃ
う
や
う
く
だ
り
て
、
が
く
の
船
ど
も
こ
ぎ
ま
ひ
て
、
調
子
ど

も
そ
う
す
る
程
の
、
山
か
ぜ
の
ひ
ず
き
お
も
し
ろ
く
ふ
き
あ
は
せ

た
る
に

(少
女
大
成
制
頁
6
行
目
)

「
奏
す
」
に
は
、

「天
皇
や
上
皇
に
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味

と
、

「
管
弦
を
奏
で
る
」
と
い
う
意
味
と
が
あ
る
。
前
掲
の
用
例
の

う
ち
、
①
は
「
更
衣
の
母
君
が
桐
壷
に
対
し
て
申
し
上
げ
る
」
と
い

う
内
容
で
、
こ
こ
で
の
「
奏
す
」
は
前
者
の
意
味
で
あ
り
、

②
は

「
調
子
を
演
奏
す
る
」
と
い
う
内
容
で
、
こ
こ
で
の
「
奏
す
」
は
後

者
の
意
味
で
あ
る
。

一
方
、
古
事
記
に
は
、
「
奏
」
が
二
十
二
例
認
め

ら
れ
る
。

①
乃
婦
附
大
圏
主
神
、
至
子
三
年
、
不
復
奏
。
(山
頁
8
行
目
)
{行

為
の
及
ぶ
相
手
高
御
産
巣
日
神
天
照
大
御
神
】

②
所
遣
葦
原
中
園
之
天
菩
比
神
、
久
不
復
奏
。
(
山
頁

m行
目
)
{行

為
の
及
ぶ
相
手
高
御
産
巣
日
神
天
照
大
御
神
}

③
於
是
天
若
日
子
、
降
到
其
圏
、
即
妻
大
国
主
神
之
女
、

2 

下
照
比

売
、
亦
慮
獲
其
園
、
至
子
八
年
、
不
復
奏
。
(
山
頁
凶
行
目
)
【行

為
の
及
ぶ
相
手
高
御
産
巣
日
神
天
照
大
御
神
}

④
天
若
日
子
、
久
不
復
奏
。
(
山
頁
2
行
目
)
{
行
為
の
及
ぶ
相
手

高
御
産
、巣
日
神
天
照
大
御
神
}

⑤
汝
所
以
使
葦
原
中
園
者
、
一言
趣
和
其
園
之
荒
振
神
等
之
者
也
。
何

至
子
八
年
、
不
復
奏
。
(
山
頁
5
行
日
)
【
行
為
の
及
ぶ
相
手
高

御
産
巣
日
神
天
照
大
御
神
】

⑥
故
、
建
御
雷
神
、
返
参
上
、
復
奏
言
向
和
平
葦
原
中
園
之
状
。

(国
頁
9
行
目
)
{
行
為
の
及
ぶ
相
手
高
御
産
巣
日
神
天
照
大

御
神
}

⑦
今
、
天
津
日
高
之
御
子
、
虚
空
津
日
高
、
為
将
出
幸
上
園
。
誰
者

幾
日
送
奉
而
覆
奏
。
(凶
頁
3
行
目
)
{
行
為
の
及
ぶ
相
手
綿
津

見
大
神
】

③
如
此
平
託
、
参
上
覆
奏
。
(
胤
頁
日
行
日
行
為
の
及
ぶ
相
手
崇

神
天
皇
)

⑨
是
以
各
和
平
所
遣
之
園
政
而
覆
奏
。
(胤
頁
3
行
日
行
為
の
及
ぶ

相
手
崇
神
天
皇
)

⑬
其
軍
士
等
、
還
来
奏
吾一
口
、
(
別
頁
2
行
日
行
為
の
及
ぶ
対
象
垂

仁
天
皇
)

⑪
於
是
覆
奏
言
、

(捌
頁
4
行
目
行
為
の
及
ぶ
相
手
垂
仁
天
皇
)

⑫
故
、
如
此
援
治
、
参
上
覆
奏
。
(
抑
頁
ロ
行
目
行
為
の
及
ぶ
相
手
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景
行
天
皇
)

⑬
御
子
者
、
所
遣
之
政
遂
応
覆
奏
。
(M
頁
5
行
目

手
景
行
天
皇
)

⑭
於
是
其
園
玉
畏
憧
奏
三
口、
(
却
頁
凶
行
目
行
為
の
及
ぶ
相
手

哀
天
皇
)

⑮
三
人
議
而
令
奏
天
皇
云
、
(
別
頁
7
行
目
行
為
の
及
ぶ
相
手

徳
天
皇
)

⑮
如
此
奏
時
、
天
皇
詔
、

(
別
頁
凶
行
目
行
為
の
及
ぶ
相
手
仁
徳

天
皇
)

⑫
日
疋
以
速
総
別
王
不
復
奏
。
(
抗
頁
日
行
日
行
為
の
及
ぶ
相
手
仁

徳
天
皇
)

⑬
令
奏
天
皇
、
(
揃
頁
7
行
目
行
為
の
及
ぶ
相
手
履
中
天
皇
)

⑮
因
堅
奏
而
、

(
捌
頁
ロ
行
日
行
為
の
及
ぶ
相
手
允
恭
天
皇
)

@
於
是
若
日
下
部
王
、
令
奏
天
皇
、

(
湖
頁
8
行
日
行
為
の
及
ぶ
相

手
雄
略
天
皇
)

@
遣
人
之
時
、
其
伊
日
兄
意
祁
命
奏
言
、

(
湖
頁
口
頁
行
為
の
及
ぶ

相
手
顕
宗
天
皇
)

@
還
上
復
奏
一
言
、
(
却
頁
2
行
目
行
為
の
及
ぶ
対
象
顕
宗
天
皇
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
た
「
奏
」
は
、
全
て
「
神
や
天
皇
に

申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
源
氏
物
語
に

使
用
さ
れ
た

「奏
す
」
の
意
味
と
古
事
記
の

「奏
」
の
意
味
と
は
、

行
為
の
及
ぶ
相イ中

か
な
り
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
源
氏
物
語
の
「
奏
す
」

は
、
古
事
記
の
「
奏
」
の
使
い
方
に
あ
る
程
度
沿
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
管
弦
を
奏
で
る
」
と
い
う
意
味
で

の
「
奏
」
は
古
事
記
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

仁

(
4
)
 

ヲ
問
問

源
氏
物
語
に
は
、
「
請
す
」
が
四
十
人
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち

の
一
例
を
一
不
す
。

・
御
か
は
ら
け
ま
い
り
て
「
ゑ
い
の
か
な
し
ぴ
一
課
そ
〉
く
春
の
さ
か

づ
き
の
う
ち
」
と
も
ろ
こ
ゑ
に
ず
し
給
。
(
須
磨
大
成
制
頁
8
行

目
)
右
の
例
は
、
源
氏
と
三
一
位
の
中
将
と
が
声
を
合
わ
せ
て
漢
詩
を
吟

唱
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
請
す
」
は
、
そ
ら
ん
じ
て

い
た
漢
詩
の
一
節
を
口
ず
さ
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
源
氏
物
語

の
「
謂
す
」
は
、
例
の
よ
う
な
「
漢
詩
」
の
ほ
か
、

「和
歌
」
「経
」

な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
例
も
、
「
そ
ら
ん
じ
て
い
る

も
の
を
口
ず
さ
む
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
で
き
る
。

一
方
、
古
事
記

に

「詞
」
は
三
例
認
め
ら
れ
る
。

①
為
人
聴
明
、
度
目
諦
口
、
掛
耳
勤
心
。
(
必
頁
4
行
目
)

②
即
、
勅
語
阿
礼
、
令
一
諭
習
帝
皇
日
継
及
先
代
旧
辞
。
(
必
頁
5
行

目
)

6 
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①
以
和
銅
四
年
九
月
十
八
日
、
詔
臣
安
高
侶
、
撰
録
稗
田
阿
礼
所
諦

之
勅
語
旧
辞
以
献
上
者
、
謹
随
詔
旨
、
子
細
採
披
、
(
必
頁
ロ
行
目
)

①
の
例
は
、
大
系
本
で
は
、

「人
と
為
り
聴
明
に
し
て
、
目
に
度
れ

ば
口
に
諦
み
、
耳
に
払
る
れ
ば
心
に
勤
し
き
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

内
容
は
、

一
見
し
た
だ
け
で
す
ぐ
さ
ま
文
章
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き

る
阿
札
の
聡
明
さ
を
表
し
て
い
て
、
「
諦
」
の
意
味
は

「そ
ら
ん
じ
て

い
る
も
の
を
口
ず
さ
む
」
と
解
釈
で
き
る
。
他
の
例
②
③
の

「諦」

も、

①
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
、
源
氏
物
語
の

「諦
す
」
の

意
味
と
古
事
記
の
「
諭
」
の
意
味
は
、
同
じ
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

(5) 
具

源
氏
物
語
に
は
、
「
具
す
」
が
三
十
六
例
認
め
ら
れ
、
い
く
つ
か
の

意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

①
ち
、
の
大
納
言
は
な
く
な
り
て
、
は
冶
北
の
方
な
ん
、
い
に
し
へ

の
人
の
よ
し
あ
る
に
て
、
お
や
う
ち
ぐ
し
、
さ
し
あ
た
り
で
世
の

お
ぼ
え
は
な
や
か
な
る
御
方
々
に
も
い
た
う
お
と
ら
ず
、
な
に
ご

と
の
ぎ
し
き
を
も
も
て
な
し
た
ま
ひ
け
れ
ど
(
桐
査
大
成
5
頁

4 3
行
目
)

②
は
か
な
き
あ
だ
事
を
も
ま
こ
と
の
大
事
を
も
、
い
ひ
あ
は
せ
た
る

に
か
ひ
な
か
ら
ず
、
た
っ
た
姫
と
い
は
む
に
も
つ
き
な
ら
ず
、
た

な
ば
た
の
で
に
も
お
と
る
ま
じ
く
、
そ
の
か
た
も
ぐ
し
て
、
う
る

さ
く
な
む
侍
し
。
(
帯
木
大
成
臼
頁
ロ
行
日
)

①
こ
の
さ
ま
/
¥
の
よ
き
か
ぎ
り
を
と
り
ぐ
し
、
な
ん
ず
べ
き
く
さ

は
ひ
ま
ぜ
ぬ
人
は
、
い
づ
こ
に
か
は
あ
ら
む
。
(
帯
木
大
成
田
頁

9
行
目
)

@
し
た
し
き
け
い
し
ど
も
ぐ
し
て
、
し
ろ
し
め
す
べ
き
さ
ま
ど
も
の

給
ひ
あ
づ
く
。
(
須
磨
大
成
揃
頁
7
行
目
)

⑤
あ
や
ま
ち
な
け
れ
ど
、
さ
る
べ
き
に
こ
そ
か
、
る
こ
と
も
あ
ら
め

と
思
に
、
ま
し
て
お
も
ふ
人
ぐ
す
る
は
、
れ
い
な
き
こ
と
な
る
を
、

ひ
た
お
も
む
き
に
も
の
く
る
ほ
し
き
世
に
て
、
た
ち
ま
さ
る
こ
と

も
あ
り
な
ん
」
(
須
磨
大
成
制
頁
5
行
目
)

⑤
さ
月
ま
つ
花
た
ち
ば
な
の
、
は
な
も
み
も
ぐ
し
て
を
し
お
れ
る
か

ほ
り
お
ぽ
ゆ
。
(
若
菜
下
大
成
脳
頁
8
行
目
)

⑦
し
ら
ぬ
人
に
ぐ
し
て
さ
る
み
ち
の
あ
り
き
を
し
た
ら
ん
よ
。
(
手
習

大
成
捌
頁
3
行
目
)

①
の

「お
や
う
ち
ぐ
し
」
と
は
、
「
両
親
が
揃
っ
て
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
②
の
「
そ
の
か
た
も
ぐ
し
て
」
と
は
、
「
染
色
の
才
能
・
裁

縫
の
才
能
と
い
う
方
面
も
備
わ
っ
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
①
の

「
こ
の
さ
ま
/
¥
の
よ
き
か
ぎ
り
を
と
り
ぐ
し
」
と
は
、

「様
々
の
女

性
の
良
い
と
こ
ろ
だ
け
を
取
り
揃
え
て
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
④

の

「し
た
し
き
け
い
し
ど
も
ぐ
し
て
」
と
は
、
「
少
納
言
に
家
司
た
ち
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を
付
け
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
⑤
の
「
お
も
ふ
人
ぐ
す
る
は
」

と
は
、
司
令
つ
人
を
伴
っ
て
い
く
の
は
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
⑥
の

「
は
な
も
み
も
ぐ
し
て
」
と
は
、
「
花
も
実
も

一
緒
に
し
て
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
⑦
の

「し
ら
ぬ
人
に
ぐ
し
て
」
と
は
、

「知
ら
な
い
人

に
付
い
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
具
す
」
に
は
、

「揃
う
」
「
備
わ
る
」
(
以
上
、
自
動
詞
用
法
)
「
揃
え
る
」「
付
け
る
」

「伴
う
」
「
一
緒
に
す
る
」
「
付
く
」
(
以
上
、
他
動
詞
用
法
)
と
い
っ

た
複
数
の
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
古
事
記
の
「
具
」
は
、

四
例
が
認
め
ら
れ
る
。

①
爾
大
気
都
比
売
、
自
由
昇
口
及
尻
、
種
種
味
物
取
出
而
、
種
種
作
具

而
進
時
、
速
須
佐
之
男
命
、
立
伺
其
態
、
為
綴
汚
而
奉
進
、
乃
殺

其
大
宜
津
比
売
神
。

(
剖
頁
3
行
目
)

②
即
於
内
率
入
而
、
美
智
皮
之
畳
敷
八
重
、
亦
施
畳
八
重
敷
其
上
、

坐
其
上
市
、
具
百
取
机
代
物
、
為
御
饗
、
即
令
婚
其
女
曲
一
一
E

玉
田
比
売
。

(
四
頁
印
行
目
)

③
於
倭
還
上
之
時
、
因
疑
人
心
、

一
具
喪
船
、
御
子
載
其
喪
船
、

先
令
言
漏
之
御
子
既
崩
。

(m頁
9
行
目
)

④
更
為
其
兄
王
渡
河
之
時
、
具
筋
船
揖
者
、
(
抑
頁
6
行
目
)

①
の
例
は
、
大
系
本
で
は
、
「
爾
に
大
気
都
比
売
、
鼻
口
及
尻
ょ

た

め

つ

も

町

そ

な

り
、
種
種
の
味
物
を
取
り
出
し
て
、
種
種
作
り
具
へ
て
進
る
時
に
、

け

が

お

も

速
須
佐
之
男
命
、
其
の
態
を
立
ち
伺
ひ
て
、
穣
汚
し
て
奉
進
る
と
為

ひ
て
、
乃
ち
其
の
大
宜
津
比
売
神
を
殺
し
き
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
具
」
は
、「
準
備
し
整
え
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で

あ
る
。
②
命
②
の
「
具
」
も
、
全
て
「
準
備
し
整
え
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
「
具
す
」
が
、
複
数
の
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
古
事
記
の
「
具
」
は

一
つ
の
意
味
で
し
か
使
わ

れ
て
い
な
い
。
古
事
記
の
「
具
」
は
源
氏
物
語
の
「
揃
え
る
」
と
い

う
意
味
の
「
具
す
」
に
最
も
近
い
よ
う
で
あ
る
。

5 

夕日?
，'"、平

源
氏
物
語
に
は
、
「
怨
ず
」
は
三
十
四
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う

ち
の
二
例
を
次
に
一
不
す
。

①

「そ
の
う
ち
と
け
て
か
た
は
ら
い
た
し
と
お
ぼ
さ
れ
ん
こ
そ
ゆ
か

し
け
れ
。
を
し
な
べ
た
る
お
ほ
か
た
の
は
、
か
ず
な
ら
ね
ど
、
ほ

ど
/
L、
に
つ
け
て
、
か
き
か
は
し
っ
、
も
み
侍
な
ん
。
を
の
が

じ
:
つ
ら
め
し
き
お
り
/
L
¥
ま
ち
か
ほ
な
ら
む
ゆ
ふ
ぐ
れ
な
ど

の
こ
そ
、
み
所
は
あ
ら
め
」
と
ゑ
ん
ず
れ
ば
、
(
帯
木
大
成
部
頁

ロ
行
目
)

②
又
、
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
、
お
と
ず
の
、
も
の

1
心
を
ふ
か
う
し
り

給
な
が
ら
、
わ
れ
を
え
ん
じ
て
、
か
つ
ゐ
て
わ
た
し
た
ま
ふ
こ
と
。

(
少
女
大
成
制
頁
6
行
目
)

①
の
「
ゑ
ん
ず
れ
ば
」
は
、
「
恨
み
言
を
言
う
の
で
」
と
い
っ
た
意
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味
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
恋
の
手
紙
を
見
せ
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
頭
中
将
が
源
氏
に
対
し
て
と
っ
た
行
動
を
表
し
て
い
る
。
②
の

例
は
、
大
宮
の
会
話
文
中
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
、
「
え
ん
じ
て
」

は
、
「
(
内
大
臣
が
私
を
)
怨
ん
で
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
こ
こ
は
、

大
宮
の
も
と
に
い
る
雲
居
雁
を
内
大
臣
が
引
き
取
る
の
は
自
分
を
怨

ん
で
い
る
か
ら
だ
と
大
宮
が
言
う
場
面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「怨

ず
」
は
、
「
恨
み
言
を
言
う
」
と
い
っ
た
意
味
や
、
「
怨
む
」
と
い
っ

た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
古
事
記
の
「
怨
」

は
、
次
の
二
例
が
認
め
ら
れ
る
。

①
若
恨
怨
其
為
然
之
事
而
、
攻
戦
者
、
出
塩
盈
珠
而
溺
、
(
則
頁
日
行

日
)

②
天
皇
、
深
怨
殺
其
父
王
之
大
長
谷
天
皇
、
欲
報
其
霊
。
(
制
頁
ロ
行

日
)

し
か
し

①
の
例
は
、
大
系
本
で
は
、
「
若
し
其
れ
然
為
た
ま
ふ
事
を
恨
怨
み

て
攻
め
戦
は
ば
、
塩
盈
珠
を
出
し
て
溺
ら
し
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
怨
」
は
「
う
ら
む
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
①
の
「
怨
」
は
戦
に
な
る
よ
う
な
深
い
怨
み
で
あ
り
、

②
も
ま
た
、
「
父
王
を
殺
さ
れ
た
深
い
怨
み
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
源
氏
物
語
の
「
怨
ず
」
も
、
相
手
を
「
怨
む
」
と
い
う
意
義
特

徴
を
含
ん
で
い
る
が
、
多
く
は
男
女
の
恋
に
関
す
る
怨
み
に
つ
い
て

相
手
に
不
平
不
満
を
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
古
事
記
の

「
怨
」
と
は
、
深
刻
さ
に
違
い
が
あ
る
。
源
氏
物
語
の
「
怨
ず
」
に

は
、
相
手
に
対
し
て
報
復
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
深
刻
さ
は
認
め

ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
源
氏
物
語
の
「
怨
ず
」
と
古
事
記
の
「
怨
」

は
、
ほ
ほ
同
じ
意
味
で
あ
る
と
は
い
え
る
も
の
の
、
完
全
に
同
じ
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

回
同

源
氏
物
語
に
「
調
ず
」
は
十
五
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
三

例
を
次
に
示
す
。

①
な
が
め
は
れ
ま
な
き
こ
ろ
、
内
の
御
も
の
い
み
さ
し
つ
ず
き
て
、

い
と
ず
な
か
ゐ
さ
ぶ
ら
ひ
給
を
、
大
殿
に
は
お
ぼ
つ
か
な
く
う
ら

め
し
く
お
ぼ
し
た
れ
ど
、
よ
ろ
づ
の
御
よ
そ
ひ
、
な
に
く
れ
と
め

づ
ら
し
き
さ
ま
に
て
う
じ
い
で
給
つ
¥
御
む
す
こ
の
君
た
ち
、

た
ず
こ
の
御
と
の
ゐ
ど
こ
ろ
に
宮
づ
か
へ
を
つ
と
め
給
ふ
。
(
帯
木

お
頁
ロ
行
日
)

②
さ
す
が
に
い
み
じ
う
て
う
ぜ
ら
れ
て
、
心
く
る
し
げ
に
泣
き
わ
び

て
、
「
す
こ
し
ゆ
る
ベ
給
へ
や
。
大
将
に
き
こ
ゆ
べ
き
事
あ
り
」
と

の
た
ま
ふ
。
(
葵
大
成
即
頁
凶
行
目
)

③
し
た
し
き
殿
上
人
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
に
し
か
は
よ
り
奉
れ
る

あ
ゆ
、
ち
か
き
か
は
の
い
し
ぶ
し
ゃ
う
の
も
の
、
お
ま
ゑ
に

て
:
つ
じ
て
ま
い
ら
す
。
(
常
夏
大
成
問
頁
3
行
目
)

6 
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①
の
「
て
う
じ
い
で
給
っ
、
」
と
は
、

「お
調
え
に
な
り
」
と
い
っ

た
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
は
、
「
左
大
臣
邸
で
は
源
氏
の
た
め
に
一
切
の

御
装
束
を
あ
れ
や
こ
れ
や
と
す
ば
ら
し
い
様
に
お
調
え
に
な
り
、
御

子
息
た
ち
は
帝
の
た
め
よ
り
も
源
氏
の
た
め
に
出
仕
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
②
の
「
て
う
ぜ
ら
れ
て
」
は、

「
調
伏
さ
せ
ら
れ
て
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
は
、
御
息
所
の
物
の
怪

が
祈
祷
に
よ
っ
て
調
伏
さ
せ
ら
れ
、

「す
こ
し
調
伏
を
ゆ
る
め
て
ほ
し

い
、
源
氏
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
」
と
嘆
願
す
る
場
面
で
あ

る
。
①
の
「
て
う
じ
て
ま
い
ら
す
」
と
は
、

「調
理
し
て
源
氏
に
お
勧

め
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
こ
こ
は
、
「
親
し
い
殿
上
人
た
ち
が
、

西
川
か
ら
さ
し
あ
げ
た
鮎
や
、
近
く
の
川
の
石
伏
の
よ
う
な
も
の

を
、
源
氏
の
御
前
で
調
理
す
る
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
源
氏
物
語
の
「
調
ず
」
は
、
「
(調
度
類
を
)
調
え
準
備
す
る
」

「
(
物
の
怪
を
)
調
伏
す
る
」
「
4

調
理
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
の
「
調
」
は
、
次
の

一
例
が
認
め

ら
れ
る
。

①
加
調
八
絃
琴
、
所
治
賜
天
下
、
(
制
頁
5
行
目
)

こ
の
用
例
の
意
味
は
、
「
人
弦
の
琴
の
調
子
を
調
え
る
よ
う
に
、
天

下
を
調
え
治
め
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
調
」
は
、

「
調
律
す
る
」
と
い

っ
た
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
、
源
氏
物
語
の
「
調

ず
」
と
古
事
記
の
「
調
」
は
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

止
巾

源
氏
物
語
に

「制
す
」
は
十
二
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
二

例
を
次
に
示
す
。

①
い
さ
冶
か
も
の
い
ふ
を
も
せ
い
す
。
(
少
女
大
成
肌
頁
3
行
日
)

②
あ
な
、
う
た
て
と
お
ほ
し
て
、
御
と
も
の
人
の
さ
き
ほ
ふ
を
も
、

で
か
き
せ
い
し
給
ふ
て
、
な
を
つ
ま
ど
の
ほ
そ
め
な
る
よ
り
、
さ

う
し
の
あ
き
あ
ひ
た
る
を
み
い
れ
た
ま
ふ
。
(
常
夏

7 

大
成
制
頁
6

行
日
)

①
は、

「博
士
た
ち
は
、
人
が
ち
ょ
っ
と
も
の
を
言
っ
て
も
制
止
す

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
②
の
「
て
か
き
せ
い
し
給
ふ
て
」
は、

「
手
で
合
図
し
て
お
止
め
に
な
っ
て
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
は
、
滑

稽
な
し
ぐ
さ
を
し
て
い
る
近
江
の
君
に
、
自
分
が
来
て
そ
っ
と
覗
い

て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
ま
い
と
内
大
臣
が
手
で
合
図
を
し
て
前
駆
に

先
払
い
の
声
を
立
て
る
こ
と
を
止
め
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
「
制
す
」
は
、
「
注
意
し
て
相
手
の
行
動
を
と
ど
め
る
」
と

い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
の

「制」

は、

一
例
認
め
ら
れ
る
。

①
定
境
開
邦
、
制
子
近
淡
海
、

行
日
)

10 

正
姓
撰
氏
、
勅
子
遠
飛
鳥
。
(必
頁

m

こ
の
用
例
の
意
味
は
、
「
(天
皇
は
)
近
江
の
志
賀
高
穴
穂
の
宮
で

天
下
を
治
め
ら
れ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う



に
、
源
氏
物
語
の
「
制
す
」
は
、
「
注
意
し
て
相
手
の
行
動
を
と
ど
め

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
古
事
記
の

「制
」
の

意
味
は
「
治
め
る
」
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
意
味
は
異
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

珪一同

源
氏
物
語
に

「請
ず
」
は
八
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
二
例

を
次
に
一
不
す
。

①
の
、
し
り
さ
は
ぐ
ほ
ど
、
夜
中
ば
か
り
な
れ
ば
、
山
の
ざ
す
、
な

に
く
れ
の
そ
、
つ
づ
た
ち
も
え
さ
う
じ
あ
へ
給
は
ず
。
(
葵
大
成
制

頁
凶
行
目
)

②
兵
部
卿
の
宮
、
左
の
大
臣
ど
の
〉
の
り
ゆ
み
の
か
へ
り
た
ち
、
す

ま
ゐ
の
あ
る
じ
な
ど
に
は
お
は
し
ま
し
し
を
思
ひ
て
、
け
ふ
の
ひ

か
り
と
さ
う
じ
た
て
ま
つ
り
給
け
れ
ど
お
は
し
ま
さ
ず
。
(竹
河

大
成
醐
頁
2
行
目
)

①
の
「
さ
う
じ
あ
へ
給
は
ず
」
は
、

「お
招
き
し
よ
う
と
し
て
、
そ

れ
が
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
行
為
の
及
ぶ
対
象
は
、
「
山

の
座
主
、
僧
都
た
ち
」
で
あ
る
。
②
の
「
さ
う
じ
た
て
ま
つ
り
給
け

れ
ど
」
は
、
「
お
招
き
申
し
上
げ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
」
と
い
う
意
味

で
、
紅
梅
右
大
臣
が
匂
宮
を
賓
客
と
し
て
招
待
し
よ
う
と
考
え
る
場

面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「請
ず
」
は

「
(
人
を
)
招
く
」
と
い
う

8 

意
味
で
あ
る
。
行
為
の
及
ぶ
対
象
は
、
八
例
の
う
ち
六
例
が
山
の
座

主
、
行
者
と
い
っ
た
僧
侶
で
、
残
り
の
二
例
が
宮
人
(
二
例
と
も
匂

宮
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
の
「
請
」
は
、
十
三
例
が
認

め
ら
れ
る
。

①
即
共
参
上
、
請
天
神
之
命
。
(
日
頁
7
行
目
)

②
然
者
請
天
照
大
御
神
将
罷
、
(
九
頁
l
行
目
)

①
故
、
以
為
請
将
罷
往
之
状
参
上
耳
。
(
九
頁
ロ
行
目
)

④
爾
其
御
祖
命
、
間
犬
患
而
、
参
上
子
天
、
請
神
産
巣
日
之
命
時
、
(
叫

頁
4
行
日
)

⑦
告
而
、
更
還
上
、
請
子
天
照
大
神
。
(
山
頁
3
行
日
)

⑥
故
、
請
。
(
四
頁
ロ
行
目
)

⑦
若
其
愁
請
者
、

出
塩
乾
珠
而
活
、
知
此
令
惚
苦
云
、
(
国
頁
ロ
行

目
)

③
将
攻
之
時
、
出
塩
盈
珠
而
令
溺
、
其
愁
請
者
、
出
塩
乾
珠
而
救
、

(
問
頁

9
行
目
)

@
故
、
大
毘
古
命
、
更
還
参
上
、
請
於
天
皇
時
、
天
皇
答
詔
之
、
(
胤

頁
2
行
日
)

⑩
天
皇
控
御
琴
而
、
建
内
宿
禰
大
臣
居
於
沙
庭
、
請
神
之
命
。
(
邸
頁

3
行
目
)

⑪
爾
具
請
之
、
今
如
此
言
教
之
大
神
者
、
(
却
頁
3
行
目
)

⑫
即
説
告
建
内
宿
禰
大
臣
、
是
白
日
向
喚
上
之
髪
長
比
売
者
、

請
白

-11 



天
皇
之
大
御
所
而、

(
出
頁
7
行
目
)

⑬
爾
建
内
宿
禰
大
臣
、
請
大
命
者
、
(
捌
頁
8
行
目
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
た
「
請
」
の
意
味
は
、
次
の
よ
う
に

な
る

0
8海
道

は

「
(
意
見
を
)
求
め
る
」
と
い
う
意
味
で
、
大

系
本
で
は
こ
れ
を

「請
ふ
」
と
読
ん
で
い
る
。
⑦
あ
あ
車
あ
め
あ
⑤

の

「請
」
は

「
(
事
情
を
)
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
大
系
本

ま
を

で
は
こ
れ
を

「請
す
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
古
事
記
に
お

け
る

「請
」
に
は

「
(
意
見
を
)
求
め
る
」
と
い
う
意
味
と
「
(
事
情

を
)
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
と
が
あ
る
。
こ
う
み
る
と
古
事
記

の
「
請
」
に
は
使
い
方
が
二
通
り
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、

相
手
(
神
・
天
皇
)
に
事
情
を
申
し
上
げ
、
意
見
を
求
め
る
と
い
う

一
連
の
過
程
の
中
で

「請
」
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
請

ふ
」
は
、
申
し
上
げ
る
話
の
内
容
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
対

さ
-
忠
正

し
て
、

「請
す
」
は
申
し
上
げ
る
と
い
う
行
動
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
と
考
え
れ
ば
、

二
つ
の
「
請
」
の
意
味
は
さ
ほ
ど
隔
た
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
古
事
記
の

「請
」
の

使
い
方
と
、
源
氏
物
語
の
「
請
ず
」
の

「請
」
の
使
い
方
と
を
比
較

す
る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
源
氏
物
語
の
「
請
ず
」
は
、
「
(
人
な

ど
を
)
ま
ね
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
古
事
記
の

「請
」
の
意
味

と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の

「請
ず
」
の
意
味

を、

「相
手
に
事
情
を
申
し
上
げ
て
、
お
招
き
す
る
」
と
い
う
よ
う
に

考
え
れ
ば
、

古
事
記
の

尋
問
」
の
意
味
と
少
し
近
く
な
っ
て
く
る

が
、
や
は
り
源
氏
物
語
の

「請
ず
」
は
招
く
と
い
う
こ
と
に
意
味
の

中
心
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
古
事
記
の

「請
」
と
源
氏
物
語
の

「請
ず
」
の

「請
」
と
は
、
意
味
を
異
に
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

源
氏
物
語
に
「
信
ず
」
は
七
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
二
例

を
次
に
示
す
。

①
い
ぬ
る
つ
い
た
ち
の
ひ
の
夢
に
、
さ
ま
こ
と
な
る
物
の
つ
げ
し
ら

す
る
こ
と
侍
し
か
ば
、
し
む
じ
が
た
き
事
と
お
も
ふ
給
へ
し
か
ど
、

(
明
石
大
成
制
頁
3
行
目
)

②

い
か
や
う
な
る
、
た
ち
ま
ち
に
、
い
ひ
し
ら
ぬ
こ
と
あ
り
て
か
、

さ
る
わ
ざ
は
し
給
は
む
。
わ
れ
な
む
え
し
む
ず
ま
じ
き
。
(
婿
蛤

大
成
附
頁
5
行
目
)

①
の

「し
む
じ
が
た
き
事
」
と
は
、
文
字
通
り
「
信
じ
ら
れ
な
い

こ
と
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
明
石
の
入
道
の
夢
に
異
様
な
姿

の
者
が
現
れ
て
知
ら
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
入
道
に

と
っ
て
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
主
体

は
「
明
石
の
入
道
」、
行
為
の
対
象
は
「
夢
に
出
て
き
た
者
の
話
」
で

あ
る
。
②
の
「
え
し
む
ず
ま
じ
き
」
も
、
文
字
通
り
「
信
じ
る
こ
と

9 
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が
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
は
薫
が
浮
舟
の
入
水
の

こ
と
を
知
っ
て
驚
い
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
主
体
は
薫
で

あ
り
、
行
為
の
対
象
は
「
右
近
の
話
」
で
あ
る
。
行
為
の
対
象
と
し

て
は
、
七
例
の
用
例
の
う
ち
、

「夢
に
出
て
く
る
者
の
話
」
が
三
例
、

「宮
人
の
話
」
が
二
例、

「法
師
の
話
」
が

一
例、

「物
の
怪
の
話
」
が

一
例
で
あ
る
。
こ
の
内
訳
が
有
意
的
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
俄
に

は
判
じ
ら
れ
な
い
が
、
現
実
の
人
で
は
な
い
者
の
話
(
夢
に
で
て
く

る
異
様
な
姿
の
者
、
物
の
怪
)
が
、
四
例
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
注

目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
例
も
、
聞
か
さ
れ
た
当
人
に
と
っ
て
は
現
実

に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
の
よ
う
に
驚
か
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
、

「信
じ
が
た
き
」
や
「
信
ず
ま
じ
き
」
と
い
っ
た
実
現
困
難
や
否
定
の

表
現
が
多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、

「
信
ず
」
の
意
味
が
、
例
え
ば
単
に

「
相
手
の
話
を
真
に
、
つ
け
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
到

底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
内
容
を
受
け
入
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、

も
っ
と
強
い
意
味
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事

記
の
「
信
」
は
、
一
例
認
め
ら
れ
る
。

①
於
是
其
将
軍
既
信
詐
、
明
弓
蔵
兵
。

(m頁
5
行
目
)

こ
の
意
味
は
、
「
伊
佐
比
宿
祢
が
詐
り
を
真
に
、
つ
け
て
、
弓
の
弦
を

は
ず
し
、
兵
を
お
さ
め
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

「信」

の
意
味
は
、

「真
に
、
つ
け
る

・
本
当
だ
と
思
う
」
で
あ
る
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
源
氏
物
語
の

「信
ず
」
は
、
驚
く
べ
き
内
容
の
話
を
聞

か
さ
れ
た
時
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
古
事
記
の
「
信
」
に
は

「
真
に
、
つ
け
て
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
て
、
両
者
の
意
味
に

関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
完
全
に
意
味
が

一
致
す
る
と
は
言

え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

叩

輿

源
氏
物
語
に
「
輿
ず
」
は
四
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
二
例

を
次
に
示
す
。

①
ゃ
う
/
¥
く
れ
か
、
る
に
、
風
ふ
か
ず
か
し
こ
き
日
な
り
と
け
う
じ

て
、
弁
の
君
も
え
し
づ
め
ず
た
ち
ま
じ
れ
ば
、
(
若
菜
上
大
成
山

頁
5
行
目
)

②

「‘
げ
に
、
い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
ね
こ
な
り
け
り
」
と
人
々
け
う

ず
る
を
、
衛
門
督
は
、
た
づ
ね
ん
と
お
ほ
し
た
り
き
と
御
け
し
き

を
み
を
き
て
、
日
ご
ろ
へ
て
ま
い
り
た
ま
へ
り
。
」
(若

菜

下

大

成
問
頁
ロ
行
目
)

①
は
、
弁
の
君
が
、
暮
れ
の
風
の
吹
か
な
い
好
都
合
な
日
な
の

で
、
血
ハ
に
乗
っ
て
蹴
鞠
り
の
仲
間
入
り
を
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
②
は
、
「
か
わ
い
い
猫
だ
」
と
人
々
が
興
じ
合
っ
て
い
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
「
輿
ず
」
は
眼
前
の
あ
る
事
柄
(①
は
天

候
の
状
態
、

②
は
猫
の
か
わ
い
ら
し
さ
)
に
刺
激
を
受
け
て
心
理
的

に
盛
り
上
が
り
、
複
数
で
行
っ
て
い
る
あ
る
行
為
(①
蹴
鞠

②
猫

- 13 



と
遊
ぶ
こ
と
)
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
に
掲

げ
て
い
な
い
他
の
例
も
、
同
じ
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し

て
古
事
記
の
「
輿
」
は
次
の
十
二
例
で
あ
る
。

①
難
然
久
美
度
題
、
興
而
生
子
、
水
蛭
子
。
(
日
頁
4
行
目
)

②
此
時
、
登
美
能
那
賀
須
泥
毘
古
、
興
軍
待
向
以
戦
。
(
問
頁
2
行
日
)

①
伯
父
、
興
軍
宜
行
。
(
胤
頁
4
行
日
)

④
其
建
波
適
安
玉
、
血
ハ
軍
待
遮
、

(胤
頁
6
行
目
)

⑤
興
軍
撃
沙
本
昆
古
王
之
時
、
其
王
作
稲
城
以
待
戦
。
(
則
頁
ロ
行

目
)

⑥
白
其
入
幸
、
渡
走
水
海
之
時
、
其
渡
神
輿
浪
、
廻
船
不
得
進
渡
。

(
制
頁

3
行
目
)

⑦
其
弟
忍
態
王
、
不
畏
其
態
、
興
軍
待
向
之
時
、
赴
喪
船
、

(m頁
日

行
日
)

③
於
是
伏
隠
河
辺
之
兵
、
彼
廟
此
府
、
一
時
共
興
、
矢
刺
而
流
。
(担

頁
4
行
目
)

⑤
天
皇
聞
此
歌
、
即
興
軍
欲
殺
。

(m頁
7
行
目
)

⑬
於
是
穴
穂
御
子
、
興
軍
国
大
前
小
前
宿
禰
之
家
。
(
捌
頁
l
行
日
)

⑪
亦
輿
軍
園
都
夫
良
意
美
之
家
。
而
興
軍
待
戦
、

(mz貝
5
行
日
)

⑫
即
興
軍
園
志
見
臣
之
家
、
乃
殺
也
。
(
鵡
頁
凶
行
目
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
た

「興
」
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
①
の

「奥
」
は
、
「
事
を
始
め
て
」
と
い
う
意
味
で
、

白
尚
あ
あ

め
品
滅
型

ω⑫
の
「
風
こ
は
い
ず
れ
も
「
軍
を
興
す
」
と
い
う
表
現
で
、

「
準
備
し
、
動
か
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、

⑥
の
「
奥
」
は

「
浪
を
興
す
」
と
い
う
表
現
で
、

「発
生
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
意
味
に

解
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
あ
る
行
動
を
起
こ
し
た
り
、
あ
る
も
の
を

発
生
さ
せ
た
り
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、

③
の
「
輿
」
は
自

動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
「
兵
、
興
り
て
」
と
い
う
表
現
で
「
蜂

起
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
源
氏
物
語

の

「興
ず
」
は
、
眼
前
の
あ
る
事
柄
に
刺
激
を
受
け
て
心
理
的
に
盛

り
上
が
り
、
複
数
で
行
っ
て
い
る
あ
る
行
為
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
た
が
、
一
方
、
古
事
記
の
「
興
」
は
「
軍
を
興
す
」
と

い
う
使
い
方
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
行
動
を
引
き
起
こ
す
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
活
動
が
活
発
に
な
る
方
向
へ
と
動
作
が
変
化
す
る
と

い
う
点
で
は
、
源
氏
物
語
の
「
興
ず
」
の
「
興
」
も
、
古
事
記
の

「興
」
も
意
味
が
共
通
し
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
源
氏
物
語

の

「輿
ず
」
は
、
心
理
的
な
盛
り
上
が
り
に
基
づ
い
た
行
動
の
変
化

で
あ
り
、
古
事
記
の
「
興
」
は
「
軍
を
準
備
し
動
か
す
」
と
い
っ
た

行
動
の
み
の
変
化
を
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
者
の
意
味
の
違
い

は
大
き
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

14 

ー

辞

源
氏
物
語
に
「
辞
す
」
は
三
例
認
め
ら
れ
、
全
て
「
職
を
退
く
」



と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

-
き
さ
ら
ぎ
の
つ
い
た
ち
こ
ろ
に
な
お
し
も
の
と
か
い
ふ
こ
と
に
権

大
納
言
に
な
り
給
て
右
大
将
か
け
給
つ
。
右
の
お
ほ
い
ど
の
ひ
だ

り
に
て
お
は
し
け
る
が
じ
〉
給
へ
る
所
な
り
け
り
。
(
宿
木
大
成

m頁
5
行
目
)

右
の

「
じ
し
」
は
、
「
職
を
退
く
」
と
い
う
意
味
で
、

こ
こ
で
は

「
中
納
言
は
権
大
納
言
に
お
な
り
に
な
っ
て
右
大
将
を
兼
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
右
大
将
を
兼
ね
て
お
い
で
に
な
っ
た
右
大
臣

殿
が
辞
任
な
さ
っ
た
か
ら
だ
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
古
事
記
の
「
辞
」
は
四
例
認
め
ら
れ
る
。

①
爾
兄
辞
令
貢
於
弟
、
弟
辞
令
貢
於
兄
、

(m頁
凶
行
目
)

②
天
皇
辞
而
詔
之
、
(
捌
頁
日
行
目
)

③
故
、

不
得
辞
而
、

(
湖
頁
2
行
日
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
た

「辞
」
の
意
味
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
①
は
「
(
貢
ぎ
物
を
受
け
取
る
こ
と
を
)
辞
退
す
る
」、

②

③
は

「
(
皇
位
に
つ
く
こ
と
を
)
辞
退
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
「
辞
退
す
る
」
す
な
わ
ち
「
相
手
か
ら
の
何
ら
か
の
申
し

出
を
断
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

一
方
、
源
氏
物
語
の
「
辞
す
」

は
、
「
一
旦
就
い
て
い
た
職
か
ら
退
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の

「
職
か
ら
退
く
」
と
い
う
意
味
を
、
「
自
分
の
意
志
に
よ
り
職
を
辞
退

す
る
」
と
い
う
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
古
事
記
の
「
辞
」
の
意
味
と

通
じ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
や
は
り
古
事
記
の
「
辞
」
と
源
氏
物
語

の
「
辞
す
」
の
「
辞
」
は
意
味
に
差
が
あ
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
源
氏
物
語
の
「
辞
す
」
が
官
職
に
関
す
る
こ
と
の
み
に
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
古
事
記
の
「
辞
」
と
の
違
い
で
あ
る
と
い
え

ト
品
旨
つ
ノ
。

円

ζ

王十

源
氏
物
語
に
「
拝
す
」
は
三
例
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
一
例

を
次
に
一
不
す
。

・
お
ま
へ
の
庭
に
て
は
い
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
(
竹
河
大
成
制

頁
9
行
目
)

右
の
例
の
「
は
い
し
」
と
は
、
「
再
拝
し
て
舞
踏
す
る
」
と
い
う
儀

礼
的
行
為
を
い
う
。
源
氏
物
語
の
「
拝
す
」
は
、
全
て
こ
の
意
味
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
の
「
拝
」
は
、
次
の
十
五
例
が
認
め

- 15-

ら
れ
る
。

①
此
者
諸
人
以
拝
竃
神
者
也
。
(
川
頁
4
行
目
)

②
此
之
鏡
者
、
専
為
我
御
魂
市
、
如
拝
吾
前
、
伊
都
岐
奉
。

行
日
)

①
此
一
一
柱
神
者
、
拝
祭
佐
久
久
斯
侶
、
伊
須
受
能
宮
。
(国
頁
I
行

目
)

④
然
不
得
棄
軍
者
、
欺
陽
仕
奉
而
、
作
大
殿
、
於
其
殿
内
作
押
機
待

(
四
頁
H
H



時
、
弟
宇
迦
斯
先
参
向
、
拝
日
、

(出
頁
日
行
目
)

⑤
即
以
意
富
多
多
泥
古
命
、
為
神
主
而
、
於
御
諸
山
拝
祭
意
富
美
和

之
大
神
前
、

(即
頁
5
行
目
)

⑥
故
、
其
御
子
令
拝
其
大
神
宮
将
遣
之
時
、
令
副
誰
入
者
吉
。
(
附
頁

凶
行
目
)

⑦
故
、
科
曙
立
王
、
令
{子
気
比
白
、
因
拝
此
大
神
、
誠
有
験
者
、
住

是
鷺
巣
池
之
樹
鷺
乎
、
(
別
頁
2
行
目
)

③
故
、
到
於
出
雲
、
拝
誌
大
神
、
還
上
之
時
、
肥
河
之
中
、
作
黒
巣

橋
、
仕
奉
仮
宮
而
坐
。
(
瑚
頁
9
行
日
)

①
故
、
受
命
罷
行
之
時
、
参
入
伊
勢
大
御
神
宮
、
拝
神
朝
廷
、
即
白

其
旗
倭
比
売
命
者
、

(m頁
1
行
目
)

⑮
留
其
山
口
、
即
造
仮
宮
、
忽
為
豊
楽
、
乃
於
其
隼
人
賜
大
臣
位
、

百
官
令
拝
、
隼
人
歓
喜
、
以
為
遂
志
。
(
捌
頁
1
行
目
)

⑪
上
到
子
倭
詔
之
、
今
日
留
此
問
、
為
放
稜
而
、
明
日
参
出
、
将
拝

神
宮
。
(
捌
頁
6
行
目
)

⑫
爾
大
日
下
玉
、
四
拝
白
之
、
「
若
疑
有
如
此
大
命
。
」
(捌
頁
9
行

目
)

⑬
爾
都
夫
良
意
美
、
間
此
詔
命
、
自
参
出
、
解
所
侃
兵
而
、

八
度
拝

白
者
、
先
日
所
問
賜
之
女
子
、
詞
良
比
売
者
侍
。
(
抑
頁
8
行
日
)

⑭
天
皇
於
是
憧
畏
而
白
、
恐
我
大
神
、
有
宇
都
志
意
美
者
、
不
覚
白

而
、
大
御
刀
及
弓
矢
始
而
、
脱
百
官
人
等
所
服
衣
服
以
拝
献
。
(
別

頁

m行
目
)

⑮
次
佐
佐
宜
王
者
、
拝
伊
勢
神
宮
也
。
(
硝
頁
日
行
目
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
拝
」
に
は
、
「
潔
斎
し
て
護

り
奉
仕
す
る
」

「身
を
か
が
め
て
お
辞
儀
を
す
る
」
と
い
っ
た
二
種
類

の
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。「
潔
斎
し
て
護
り
奉
仕
す
る
」
の
意
味
で
使

用
さ
れ
た
例
は
、

①
①
③
安
匂
命
前
③
笹
川
百
⑮
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
行
為
の
対
象
は
、

①
が

「竃
神
」
、

②
が
「
天
照
大
御
神
」
、
③
が

「
天
照
大
御
神
の
御
魂
代
の
鏡
と
思
金
神
」
、
④
が
「
天
つ
神
の
御

子
」、
⑤
が

「大
三
輪
の
大
神
」
、

白
雨
③
が
「
出
雲
の
大
神
」
、

命
⑬

が
「
伊
勢
の
大
御
神
」
、

⑪
が
「
石
上
神
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
全

て
行
為
の
対
象
が

「神
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
「身

を
か
が
め
て
お
辞
儀
を
す
る
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
例
は
、

⑩
⑫

⑬
⑬
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
の
対
象
は
、

⑬
が
「
隼
人
」
、
⑫
が

「
根
臣
」
、

⑬
が
「
長
谷
谷
の
王
」
、

⑭
が
「
一
言
主
の
大
神
」
で
あ

る
。「
身
を
か
が
め
て
お
辞
儀
を
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
拝
」
は、

動
作
主
と
行
為
の
対
象
と
が
対
峠
し
て
問
答
を
す
る
場
面
に
使
用
さ

れ
、
行
為
の
対
象
は
、
人
間
の
場
合
も
あ
れ
ば
神
の
場
合
も
あ
る
。

四
拝
、
八
拝
な
ど
は
、
動
作
の
数
ま
で
が
指
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
例

は
明
ら
か
に
「
身
を
か
が
め
て
お
辞
儀
を
す
る
」
と
い
う
意
味
の

「拝
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
「
潔
斎
し
て
護
り
奉
仕
す
る
」

意
味
と
し
た
十
一
例
の
中
に
も
、「
身
を
か
が
め
て
お
辞
儀
を
す
る
」

- 16 



と
い
う
音
山
味
に
解
釈
で
き
る
よ
う
な
例
も
あ
り
、
両
者
の
意
味
の
判

定
は
、
難
し
い
場
合
も
存
す
る
。
尚
、
大
系
本
で
は
、
「
拝
」
を
「
い

つ
く
」
「
を
ろ
が
む
」
と
二
様
に
読
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
に
掲

げ
た
二
つ
の
意
味
と
は
必
ず
し
も
対
応
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
こ
の
よ
う
な
古
事
記
の

「拝
」
の
意
味
と
、
源
氏
物
語
の
「
拝

す
」
の
意
味
と
を
比
べ
る
と
、
「
身
を
か
が
め
て
お
辞
儀
を
す
る
」

と
い
う
意
味
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。
「
潔
斎
し
て
護
り
奉
仕
す

る
」
と
い
う
意
味
は
、
古
事
記
の
「
拝
」
の
方
に
の
み
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

市

感

源
氏
物
語
に
、
「
感
ず
」
は
次
の

一
例
が
認
め
ら
れ
る
。

・
そ
れ
を
、
こ
し
き
ふ
卿
の
宮
の
い
み
じ
き
も
の
に
し
給
け
る
を
、

か
の
ゑ
も
ん
の
か
み
は
、
わ
ら
は
よ
り
い
と
こ
と
な
る
ね
を
ふ
き

い
で
し
に
か
ん
じ
て
、
か
の
宮
の
は
ぎ
の
え
ん
せ
ら
れ
け
る
目
、

を
く
り
物
に
と
ら
せ
給
へ
る
な
り
。
(
横
笛
郎
頁
3
行
目
)

右
の
例
は
、
柏
木
が
小
さ
い
頃
か
ら
す
ば
ら
し
い
音
色
で
笛
を
吹

い
た
こ
と
に
感
心
し
て
、
故
式
部
卿
宮
が
大
切
に
し
て
い
た
横
笛
を

柏
木
に
送
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
感
ず
〕
は
、
「
感

心
す
る
」
と
口
語
訳
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

古
事
記
の
「
感
」
は
次
の
四
例
で
あ
る
。

①
爾
豊
玉
見
売
命
、
思
奇
、
出
見
、

目
)

②
故
、
美
和
之
大
物
主
神
見
感
而
、
(
瑚
頁
日
行
目
)

③
故
、
相
感
、
共
婚
共
住
之
問
、
未
経
幾
時
、
其
美
人
妊
身
。
(
即
頁

ロ
行
目
)

④
爾
熊
曽
建
兄
弟
二
人
、
見
感
其
嬢
子
、

坐
於
己
中
而
盛
楽
。
(
捌
頁

5
行
目
)

①
の
例
は
「
豊
玉
毘
売
命
が
、
虚
空
津
日
高
の
麗
し
い
姿
を
み

て
、
心
を
動
か
さ
れ
て
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
感
」

は
、
「
心
を
動
か
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
他
の
例
、

め
あ
②

も
全
て
、
「
麗
し
い
姿
を
見
て
、
心
が
動
か
さ
れ
た
」
と
い
う
内
容

で
、
「
感
」
の
意
味
は
①
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
事
記
の

「感」

は
、
「
心
を
動
か
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
い
ず
れ
も
異
性

の
麗
し
い
姿
を
目
に
し
て
の
場
面
で
使
用
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を

も
っ
て
い
る
。
源
氏
物
語
の
「
感
ず
」
も
、
古
事
記
の
「
感
」
も
「
心

を
動
か
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
共
通
し
て

い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

乃
見
感
、

目
合
而
、

(m頁
7
行
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死互

A
『源

氏
物
語
に

「死
す
」
は
次
の

一
例
が
認
め
ら
れ
る
。

・
そ
の
こ
ろ
の
右
大
将
や
ま
ゐ
し
て
し
し
給
け
る
を
こ
の
中
納
言
に



御
賀
の
程
よ
ろ
こ
び
く
は
へ
ん
と
お
ぼ
し
め
し
て
に
は
か
に
な
さ

せ
給
つ
。
(
若
菜
上
大
成
脚
頁
3
行
目
)

右
の
「
し
し
給
け
る
を
」
と
は
、
「
死
に
な
さ
っ
た
の
で
」
と
い
う

意
味
で
、
こ
こ
は
右
大
将
が
病
気
の
た
め
に
死
に
な
さ
っ
た
の
で
帝

は
タ
霧
を
中
納
言
兼
右
大
臣
に
任
命
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
た

だ
し
、
平
仮
名
で
「
し
し
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を

「死
し
」
で
は
な

く
、
「
辞
し
」
と
も
解
さ
れ
る
。
「
辞
し
」
と
解
す
れ
ば
、
「
右
大
将
が

病
気
の
た
め
職
を
退
き
な
さ
つ
の
で
」
と
い
う
内
容
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
、
「
し
し
」
を
「
辞
し
」
と
解
す
る
と
、
源
氏
物
語
に
は
「
死

す
」
が
一
例
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。一

方
、
古
事
記

に
は
、
「
死
」
が
二
十
一
例
認
め
ら
れ
る
。

①
是
以
一
日
必
千
人
死
、一

日
必
千
五
百
人
生
也
。
(
侃
頁
叩
行
目
)

②
即
於
其
石
所
焼
著
而
死
。
(
悦
頁
3
行
日
)

①
其
父
大
神
者
、
思
己
死
誌
、

(
m
m
頁
ロ
行
目
)

④
云
而
、
取
其
矢
、
自
其
矢
穴
衝
返
下
者
、
中
天
若
日
子
寝
朝
床
之

高
胸
坂
以
死
。
(
国
頁
3
行
日
)

⑤
皆
同
犬
云
、
我
子
者
不
死
有
祁
理
。
(
山
頁
日
行
目
)

⑥
我
君
者
不
死
坐
祁
理
云
、
(
川
頁
ロ
行
目
)

⑦
負
賎
奴
之
手
乎
死
、
(
四
頁
8
行
目
)

③
乃
己
所
作
押
見
打
而
死
。
爾
即
控
出
斬
散
。

(m頁
5
行
日
)

①
此
天
皇
之
御
世
、
役
病
多
起
、
人
民
死
為
尽
。
(
問
頁
ロ
行
目
)

⑮
於
是
園
夫
玖
命
弾
矢
者
、

即
射
建
波
適
安
王
而
死
。
(
出
頁
9
行

目
)

⑪
如
此
詔
之
時
、
宇
気
比
其
鷺
堕
地
死
。
(
鵬
頁
3
行
目
)

⑫
是
甚
漸
而
、
到
山
代
田
之
相
楽
時
、
取
懸
樹
校
而
欲
死
。
(
捌
頁
ロ

行
日
)

⑬
又
到
弟
国
之
時
、
遂
堕
峻
淵
而
死
。
(
捌
頁
日
行
目
)

⑭
叫
突
以
白
、
常
世
国
之
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能
木
実
、
持
参
上
侍
、

遂
叫
問
犬
死
也
。
(
抑
頁
6
行
目
)

⑮
即
白
其
旗
倭
比
売
命
者
、
天
皇
既
所
以
思
吾
死
乎
、

(m頁
2
行

日
)

⑮
因
此
思
惟
、
猶
所
思
看
吾
既
死
嵩
。

(m頁
4
行
日
)

⑫
即
入
海
共
死
也
。
(
却
頁
日
行
目
)

⑮
即
共
白
死
。
(
捌
頁
5
行
目
)

⑬
至
埋
腰
時
、

両
日
走
抜
而
死
。
(
抑
頁
4
行
目
)

@
然
侍
己
入
坐
子
随
家
之
王
子
者
、
死
而
不
棄
。
(
抑
頁
立
行
日
)

@
故
、
以
万
刺
殺
其
王
子
、
乃
切
己
頚
以
死
也
。
(
制
頁
3
行
目
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
た
「
死
」
の
意
味
は
、
い
ず
れ
も

「
死
ぬ
」
で
あ
る
。
「
死
」
の
主
体
を
考
え
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
①

や
⑨
な
ど
は
「
人
民
」
が
主
体
で
あ
り
、
@
@
な
ど
は
「
王
子
」
が

主
体
で
あ
る
。
ま
た
、

③
の
よ
う
に
主
体
が
「
神
」
の
場
合
も
あ

る
。
従
っ
て
、
主
体
に
身
分
土
の
制
約
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
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に、

⑪
の

「死
」
の
主
体
は
、
鷺
で
あ
っ
て
、
人
間
で
は
な
い
。
古

事
記
の

「死
」
と
源
氏
物
語
の
「
死
す
」
の
「
死
」
の
意
味
を
比
較

し
て
み
る
と
、
両
者
「
死
ぬ
」
と
い
う
同
じ
意
味
で
あ
る
と
い
え
る
。

市

動

源
氏
物
語
に
「
動
ず
」
は
、
次
の
一
例
が
認
め
ら
れ
る
。

・
ひ
き
う
ご
か
し
つ
ば
か
り
き
こ
え
あ
へ
る
も
い
と
心
う
く
う
と
ま

し
く
て
、
ど
う
ぜ
ら
れ
給
は
ず
。
(
総

角

大

成
脚
頁
5
行
目
)

右
の

「ど
う
ぜ
ら
れ
た
ま
は
ず
」
と
は
、
「
(
薫
の
申
し
出
に
)
応

じ
よ
う
と
は
な
さ
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
は
、
「
薫
か
ら
浮

舟
に
対
し
て
会
い
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
女
房
た
ち
も
強
引

に
そ
の
誘
い
に
彼
女
を
引
き
込
も
う
と
す
る
の
だ
が
、
浮
舟
は
そ
れ

に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
動

ず
」
の
意
味
は
、
「
相
手
か
ら
の
誘
い
に
応
え
て
、
行
動
を
起
こ
す
」

と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
の
「
動
」
は
、

次
の
六
例
が
認
め
ら
れ
る
。

①
乃
参
上
天
時
、
山
川
悉
動
、
園
土
皆
震
。
(
九
頁
2
行
目
)

②
爾
高
天
原
動
而
、
八
百
寓
神
共
咲
。
(
位
頁
5
行
目
)

③
逃
出
之
時
、
其
天
詔
琴
、
掛
樹
而
地
動
鳴
。
(
m
m
頁
7
行
目
)

④
我
之
女
二
並
立
奉
由
者
、
使
石
長
比
売
者
、
天
神
御
子
之
命
、
難

雪
零
風
吹
、
恒
如
石
市
、
常
堅
不
動
坐
。
(
印
頁
7
行
目
)

⑤
於
是
言
動
為
御
室
楽
、
設
備
食
物
。
(
捌
頁
1
行
目
)

⑤
爾
其
熊
曽
建
白
一
一
回
、
莫
動
其
万
。
(
澗
頁
8
行
目
)

こ
れ
ら
の
用
例
の
う
ち
、

の
あ
③
の
「
動
」
の
意
味
は
、
「
鳴
り
響

く
」
で
あ
る
。
そ
の
主
体
は
、

①
が

「山
川
」
、

②
が
「
高
天
原
」
、

③
が
「
地
」
で
あ
る
。
④
の
「
動
」
の
意
味
は
、
「
動
く
」
で
あ
る
。

主
体
は
、「
天
神
」
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
「
石
」
に
例
え
ら
れ
て
い

る
。
⑤
の

「動
」
は
「
言
い
騒
ぐ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
主
体
は
、

「態
曽
建
」
で
あ
る
。
⑤
の
「
動
」
は、

「動
か
す
」
と
い
っ
た
意
味

で
、
他
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
体
は
「
小
碓
命
」
、

動
作
の
及
ぶ
対
象
は
「
万
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
事
記
で
の

「動
」
は
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
の
意
味
、
す
な
わ
ち
「
鳴
り
響
く
」

「
言
い
騒
ぐ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
音
の
発
生
に
関
わ
る
意
味
と
「
動

く
」
と
い
っ
た
よ
う
な
運
動
に
関
わ
る
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

大
系
本
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
「
動
」
は
「
と
よ
む
」
と
読
ま
れ
、
後

者
の
「
動
」
は
「
う
ご
く
・
う
ご
か
す
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
、
音
の
発
生
に
関
わ
る

「動
」
の
用
例
①⑦一
Aψ
⑤
の
意
味
を
も
う

少
し
検
討
す
る
と
、
い
ず
れ
も
音
の
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

が
、
全
て
動
き
を
と
も
な
っ
た
音
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
①
は
、
須

佐
之
男
命
が
天
に
登
る
こ
と
に
共
鳴
し
て
、
小
川
が
震
動
し
、
そ
こ

か
ら
音
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
用
例
で
、
「
動
」
が

「園
土
皆

震
」
の
「
震
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
の
も
、

「動
」
が
動
き
を
も
表
現
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し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
②
は
、
八
百
蔦
の
神
が
笑
う
こ

と
に
共
鳴
し
て
、
高
天
の
原
が
震
え
、
音
を
出
す
と
い
っ
た
よ
う
に

解
釈
で
き
る
し
、

③
も
天
の
詔
琴
が
樹
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
が
震
え
、
音
が
出
る
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
は
一
人
一
人
の
言
動
が

一

つ
に
な
っ
て
共
鳴
し
て
い
る
状
態
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
「
動
」
に
は
音
に
関
す
る
意
味
と
運
動
に
関
す
る
意
味
が
あ
る
の

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
運
動
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
共
通

部
分
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
源
氏
物
語
の

「
動
ず
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
相
手
か
ら
の
誘
い
に
応
え
て
、

行
動
を
起
こ
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
古
事
記
の
「
動
」
の
意
味

と
は
異
な
っ
て
い
る
。も
っ
と
も
、

「運
動
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
共
通
部
分
も
認
め
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
古
事
記
は
「
鳴
り
響

く
」
、
「動
ず
」
は

「行
動
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
や
は

り
違
う
意
味
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

6

ロ
限

4
l

日

n

源
氏
物
語
に
「
服
す
」
は

一
例
認
め
ら
れ
る
。

・
月
ご
ろ
ふ
ひ
や
う
お
も
き
に
た
へ
か
ね
て
、
ご
く
ね
ち
の
さ
う
や

く
を
ふ
く
し
て
、
い
と
く
さ
き
に
よ
り
な
ん
、
え
た
い
め
む
た
ま

は
ら
ぬ
。
(
菅
木
大
成
印
頁
8
行
目
)

右
の
「
ふ
く
し
て
」
は
、
「
服
用
し
て
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ

は、

「こ
こ
二
三
ヶ
月
、
病
気
が
重
い
の
を
我
慢
し
か
ね
て
、
極
熱
の

薬
を
服
用
し
て
、
大
変
臭
い
の
で
対
面
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
の
「
服
」
は
、
次
の
人
例
が
認
め

ら
れ
る
。

①
爾
臨
其
楽
日
、
如
童
女
之
髪
、
統
垂
其
結
御
髪
、
服
其
嬢
之
御
衣

御
裳
、
(
捌
頁
3
行
日
)

②
即
絶
弓
絃
、
欺
陽
帰
服
。
(
捌
頁
5
行
目
)

③
其
王
子
者
、
服
布
衣
棒
、
(
別
頁
7
行
目
)

④
於
是
其
兄
王
、
隠
伏
兵
士
、
衣
中
服
鎧
、
(
剖
頁
8
行
目
)

⑤
其
臣
服
著
紅
紐
青
摺
衣
。
(
別
頁
1
行
目
)

⑤
即
衣
中
服
甲
、
(
制
頁
日
行
目
)

⑦
爾
赤
猪
子
之
泣
一
涙
、
悉
湿
其
所
服
之
丹
搭
袖
。
(
山
頁
8
行
目
)

③
大
御
刀
及
弓
矢
始
而
、
脱
百
官
人
等
所
服
衣
服
以
拝
献
。
(
悩
頁
凶

行
目
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
服
」
の
意
味
は
、
「
着
る
」

「服
従
す
る
」
で
あ
る
。
「
着
る
」
の
意
味
と
し
て
は
、

①
⑦
あ
あ
)
⑥

的
③
の
例
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
「
服
従
す
る
」
の
意
味
と
し
て
は
、

②

の
例
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
帰
服
」
と
い
う
二
字

で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
系
本
で
は
こ
れ
を

「ま
つ
ろ
ふ
」

と
読
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
古
事
記
の
「
服
」
は
、
単
独
の
一
字

で
は
「
着
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
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源
氏
物
語
の
「
服
す
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
(
薬
を
)
服
用

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
古
事
記
の

「服
」
と
は
意
味
が

違
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

げ

用

源
氏
物
語
に
「
用
す
」
は

一
例
認
め
ら
れ
る
。

・
御
む
す
め
を
は
ょ
う
せ
さ
せ
給
君
た
ち
あ
ら
じ

(
東
屋

頁
3
行
目
)

右
の
例
の
「
ょ
う
せ
さ
せ
給
)」

と
は
、
「
(
妻
と
し
て
)
必
要
に
な

さ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
は
、
中
将
の
君
が
自
分
の
娘
で
あ
る

浮
舟
と
左
近
少
将
と
の
縁
談
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
左
近

少
将
に
は
自
分
の
娘
と
結
婚
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
常
陵
介
が
皮

肉
を
言
っ

て
非
難
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
先
の
用
例
は
、

「あ
な
た

(中
将
の
君
)
の
御
娘
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
君
達
は
い
な
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
意
味
で
、
血
筋
は
立
派
で
も
財
力
が
な
け
れ
ば
結

婚
は
で
き
な
い
と
常
陸
介
が
皮
肉
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
古
事
記
の
「
用
」
は
、
次
の
つ
一
例
が
認
め
ら
れ
る
。

①
是
以
今
、
或
一
句
之
中
、
交
用
音
訓
、
或
一
事
之
内
、
全
以
訓
録
。

(
必
頁
2
行
目
)

②
此
神
者
、
坐
近
淡
海
園
之
日
枝
山
、
亦
坐
葛
野
之
松
尾
、
用
鳴
鏑

神
者
也
。
(川
頁
6
行
目
)

大
成
雌

①
爾
火
遠
理
命
、
謂
其
兄
火
照
命
、
各
相
易
佐
知
欲
用
、

目
)
こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
て
い
る

「用
」
の
意
味
は
、

「用
い

る
」
で
あ
る
。
①
は

「音
訓
を
交
え
て
用
い
る
」
と
い
う
内
容
で
あ

り、

②
は
「
大
山
昨
神
は
鳴
鏑
を
用
い
る
神
で
あ
る
」
と
い
う
内

容、

③
は

「獲
物
を
捕
る
道
具
を
代
え
て
用
い
よ
う
」
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
事
記
の

「用
」
は
全
て

「
用
い
る
」
と
い

う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
古
事
記
の
「
用
」
の
意
味
と
源
氏
物
語

の

「用
す
」
の
意
味
を
比
較
す
る
と
、
前
者
が

「用
い
る
」、
後
者
が

「
必
要
と
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
意
味
は

異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

(
出
頁

8
行
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4
周

源
氏
物
語
の
「
論
ず
」
は
一
例
認
め
ら
れ
る
。

・
こ
の
人
々
の
と
り
ど
り
に
ろ
む
ず
る
を
き
こ
し
め
し
て
、

み
ぎ
と
か
た
は
か
た
せ
給
ふ
。
(
絵
合
大
成
刷
頁
叩
行
目
)

右
の

「ろ
む
ず
る
」
は
「
議
論
す
る
し
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
は

「帝
っ
き
の
女
房
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
議
論
す
る
の
を
お
聞
き
に
な
っ
て

左
右
に
組
を
お
分
け
に
な
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
古
事
記
の

「論
」
は
、
次
の

一
例
が
認
め
ら
れ
る
。

①
議
安
河
而
平
天
下
、

論
小
漬
而
清
園
土
。
(必
頁
6
行
目
)

ひ
だ
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①
は、

「万
の
神
が
出
雲
の
小
演
で
大
国
主
の
神
と
議
論
す
る
」
と

い
う
内
容
で
、
こ
こ
で
の
「
論
」
は
「
議
論
す
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
従
っ
て
、
古
事
記
の
「
論
」
と
源
氏
物
語
の
「
論
ず
」
に

は
、
意
味
に
大
き
な
差
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

9

日

1

手

源
氏
物
語
に
「
和
す
」
は
一
例
認
め
ら
れ
る
。

・
あ
め
の
う
ち
ふ
り
た
る
な
ご
り
の
、
い
と
も
の
し
め
や
か
な
る
ゆ

ふ
っ
か
た
、
御
ま
へ
の
わ
か

:
え
で
か
し
わ
ぎ
な
ど
の
、
あ
を
や

か
に
し
げ
り
あ
ひ
た
る
が
、
な
に
と
な
く
心
ち
よ
げ
な
る
そ
ら
を

み
い
だ
し
給
ひ
て
、
「
わ
し
て
ま
た
き
よ
し
」
と
う
ち
ず
じ
給
う

て
、
ま
づ
こ
の
ひ
め
君
の
御
さ
ま
の
に
ほ
ひ
や
か
げ
さ
を
お
ほ
し

い
で
ら
れ
て
、
れ
い
の
忍
び
や
か
に
わ
た
り
給
へ
り
。
(
胡
蝶
大

成
市
頁
8
行
日
)

右
の
「
わ
し
て
」
は
、
「
和
や
か
で
」
と
い

っ
た
意
味
で
、
こ
こ
は

源
氏
が
白
氏
文
集
の
一
節
を
暗
一
諭
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の

「
和
す
」
の
例
は
、
白
氏
文
集
の
引
用
で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
を
表
記

す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
和
語
化
し
た
漢
語
サ
変
動
詞
と
は
い
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
の
「
和
す
」
は
、
旧
暦
の
四
月
の
天
気
の

穏
や
か
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
事
記
の
「
和
」

は
、
次
の
八
例
が
認
め
ら
れ
る
。

①
故
、
建
御
雷
神
、
返
参
上
、
復
奏
言
向
和
平
葦
原
中
園
之
状
。
(
国

頁
9
行
日
)

②
故
、
如
此
言
向
平
和
荒
夫
琉
神
等
、

(m頁
7
行
目
)

③
大
吉
備
津
日
子
命
奥
若
建
吉
備
津
日
子
命
、
二
柱
相
副
而
、
於
針

間
氷
河
之
前
、
居
忌
全
而
、
針
間
為
道
口
以
言
向
和
吉
備
園
也
。

(問
頁
日
行
目
)

④
又
此
之
御
世
、
大
毘
古
命
者
、
遣
高
志
道
、
其
子
建
沼
河
別
命

者
、
遣
東
方
十
三
道
而
、
令
和
平
其
麻
都
漏
波
奴
人
等
。
(四
頁
8

行
目
)

⑤
然
而
還
上
之
時
、
山
神
、
河
神
、
及
穴
戸
神
、
皆
言
向
和
而
参
上
。

(加

頁

3
行
日
)

⑥
爾
天
皇
、
亦
頻
詔
倭
建
命
、
言
向
和
平
東
方
十
二
道
之
荒
夫
琉

神
、
及
摩
都
楼
波
奴
人
而
、

(m頁
日
行
目
)

⑦
乃
難
思
将
婚
、
亦
思
還
上
之
時
将
婚
、
期
定
而
幸
子
東
園
、
悉
言

向
和
平
山
河
荒
神
、
及
不
伏
人
等
。
(
山
頁
9
行
目
)

③
亦
平
和
山
河
荒
神
等
而
、
(
出
頁
ロ
行
目
)

こ
れ
ら
の
用
例
で
使
用
さ
れ
て
い
る

「和
」
の
意
味
は
、
「
お
だ
や

か
に
す
る
」
で
あ
ろ
う
。
用
例
の
う
主

ω句
包
安
切
⑦
は
「
一
言
向
」

と
と
も
に
使
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
ゴ
言
葉
の
力
に
よ
っ
て
混

乱
し
て
い
た
も
の
を
お
だ
や
か
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま

た
、
古
事
記
の
「
和
」
は
、

白
②
白
話
所
あ
の
よ
う
に
、
そ
の
多
く
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が
「
和
平
」
「
平
和
」
の
二
字
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

「
平
」
は
、
治
安
等
が
無
事
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
事
記
の
全
て
の
「
和
」
は
、
「
お
だ
や
か
に
す

る
」
と
い
っ
た
意
味
で
解
釈
で
き
よ
う
。
先
に
述
べ
た
源
氏
物
語
の

「
和
す
」
と
比
較
す
る
と
、
同
じ
様
な
意
味
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た

だ
し
、
古
事
記
で
は
「
お
だ
や
か
に
な
る
」
も
の
が
「
国
家
し
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
源
氏
物
語
は
「
天
気
」
で
あ
る
と
い
っ
た
違
い
は

あ
る
。
も
っ
と
も
、
源
氏
物
語
の
一
例
の
「
和
す
」
は
、
白
氏
文
集

の
一
節
を
引
用
し
た
中
の
例
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
源
氏
物
語
の
「
和

す
」
の
用
例
と
し
て
良
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。

お

わ

り

以
上
、
源
氏
物
語
の

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
三
十
六
種
の

う
ち
、
古
事
記
に
も
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
十
九
種
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
用
法
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
結
果
、
こ
れ
ら

十
九
種
に
お
い
て
、
古
事
記
の
意
味
用
法
と
源
氏
物
語
の
意
味
用
法

と
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

1 

古
事
記
と
源
氏
物
語
で
意
味
用
法
に
大
き
な
差
の
な
い
も
の

「諭
」

「
感
」
「
死
」

「論
」
「
和
」

古
事
記
と
源
氏
物
語
で
意
味
用
法
に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
明

ら
か
に
異
な
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
も
の

「
念
」
「
奏
」
「
具
」

「怨」

「信」

「拝」

古
事
記
と
源
氏
物
語
で
意
味
用
法
に
大
き
な
差
の
あ
る
も
の

「興
」
「
請
」

「辞」

「制
」
「
調
」
「
動
」
「
服
」
「
用
」

古
事
記
と
源
氏
物
語
に
お
け
る
一
字
漢
語
サ
変
動
調
形
式
漢
字
の

関
係
を
、
「
意
味
用
法
に
大
き
な
差
の
な
い
も
の
」
と
「
意
味
用
法
に

大
き
な
差
は
な
い
が
、
明
ら
か
に
異
な
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
も
の
」

と
「
意
味
用
法
に
大
き
な
差
の
あ
る
も
の
」
と
に
分
け
る
と
、
先
に

示
し
た
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加

え
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
「
意
味
用
法
に
大
き
な
差
の
な
い
も
の
」
に
属
す
る
五
種
の

漢
字
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
源
氏
物
語
で
最
も
使
用
数
の
多
い
字
は

「
調
」
で
、
全
体
か
ら
見
て
も

「念
ず
」
「
奏
す
」
に
続
い
て
三
番
目

の
多
き
で
あ
る
。
残
り
の
「
感
」
「
死
」
「
論
」

「和
」
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ

一
例
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
う
ち
、
「
死
」
は

「辞
」
の
例

と
も
解
釈
で
さ
る
こ
と
、
「
和
」
は
白
氏
文
集
の
一
節
を
引
用
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
て
、
古
事
記
の

「諦
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
て
古
事
記
の
序
で
使
用
さ
れ
た
も
の

で
、
「
諦
」
は
、
序
の
よ
う
な
説
明
的
文
章
を
表
記
す
る
漢
字
と
し
て

選
択
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上

2 3 
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代
に
お
い
て
、
「
諦
」
に
は
、
後
代
の

「請
す
」
に
つ
な
が
る
よ
う
な

使
い
方
が
既
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
古
事
記
か
ら
源
氏
物
語

へ
と
い
う
観
点
で
捉
え
る
と
「
諦
」
は
除
か
れ
る
と
し
て
も
、
ー
の

「
古
事
記
と
源
氏
物
語
で
意
味
用
法
に
大
き
な
差
の
な
い
も
の
」
の
字

群
は
、
源
氏
物
語
に
サ
変
動
詞
と
し
て
多
く
は
取
り
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
来
な
ら
、
意
味
用
法
に
大
き
な

差
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
源
氏
物
語
に
サ
変
動
調
と
し
て
取
り
入
れ

や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
、

2
の

「古
事
記
と
源
氏
物
語
で
意
味
用
法
に
大
き
な
差
は

な
い
が
、
明
ら
か
に
異
な
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
も
の
」
に
属
す
る

六
種
の
漢
字
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
こ
れ
ら
を
源
氏
物
語
で
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
順
に
示
せ
ば
、

「念
」
「
奏
」
「旦
(」
「
怨
」「
信」

「拝」

の
順
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
「
念
」
は
使
用
数
に
お
い
て
第

一
位、

「奏
」
は
第
二
位
、
「
具
」
は
第
四
位
、
「
怨
」
は
第
五
位
で
あ
り
、

2

に
属
す
る
漢
字
群
が
、
源
氏
物
語
に
お
け
る

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形

成
漢
字
の
上
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
意
味
用
法
に

つ
い
て
は
先
述
し
た
こ
と
な
の
で
こ
こ
で
詳
し
く
繰
り
返
さ
な
い

が
、
敢
え
て
概
要
の
み
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
「念
」
は
「
精

神
を
集
中
し
て
思
う
」
と
い
う
意
味
で
両
者
に
使
用
例
が
認
め
ら
れ

る
が
、
「
神
仏
に
祈
る
」

「堪
え
る
」
と
い
う
意
味
で
は
古
事
記
に
使

用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
。
「
奏
」
は
、
「
天
皇
に
申
し
上
げ
る
」
と
い

う
意
味
で
は
両
者
に
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
管
弦
を
奏
で
る
」

と
い
う
意
味
で
は
古
事
記
に
使
用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
。
「
具
一
」
は
、

「
準
備
し
整
え
る
」
と
い
う
古
事
記
で
の
意
味
と
「
揃
え
る
」
と
い
う

源
氏
物
語
で
の
意
味
と
が
共
通
し
て
い
る
が
、
「
揃
う
」「
備
わ
る
」

「付
け
る
」
「
伴
う
」
「
一
緒
に
す
る
」

「付
く
」
と
い
う
意
味
で
は
古

事
記
に
使
用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
。
「怨
」
は
、
「
相
手
を
怨
む
」
と

い
う
意
味
で
共
通
し
て
い
る
が
、
源
氏
物
語
の
「
怨
ず
」
に
は

「
口

に
出
し
て
文
句
を
三
守
つ
」
と
い
っ
た
意
味
も
あ
り
、
ま
た
男
女
間
の

怨
み
を
表
す
と
い
う
傾
向
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
は
意
味
用
法

上
異
な
る
部
分
が
存
し
て
い
る
と
い
え
る
。
「
信
」
は
「
相
手
の
言
う

こ
と
を
本
当
だ
と
思
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
古
事
記
で
は

「
相
手
の
話
を
真
に
受
け
る
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
あ
る
の
に
対
し

て
、
源
氏
物
語
は
「
思
い
も
寄
ら
な
い
驚
く
べ
き
内
容
を
本
当
だ
と

思
う
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
あ
っ
て
、
両
者
の
意
味
に
は
違
い
が

あ
る
。
「
拝
」
は
、「
拝
礼
す
る
・
拝
舞
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
他

に
、
古
事
記
に
は

「
(
神
に
対
し
て
)
潔
斎
し
て
護
り
奉
仕
す
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
が
、
源
氏
物
語
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
使
い

方
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

2
に
分
類
さ
れ
る
「
念
」
「奏」

「具」

「怨」

「信
」「
拝
」
に
は
、
古
事
記
の
用
例
と
源
氏
物
語
の
用
例
と
の

聞
に
意
味
上
の
一
致
点
は
見
い
だ
せ
る
も
の
の
、
異
な
る
部
分
も
多

く
存
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
、
古
事
記
か
ら
源
氏
物
語
へ
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と
い
う
観
点
で
捉
え
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
意
味
上
の
一
致
点
が
あ

り
な
が
ら
、
一
方
で
異
な
る
部
分
も
同
時
に
併
せ
持
っ
て
い
る
よ
う

な
漢
字
群
が
、
源
氏
物
語
の

一
字
漢
語
サ
変
動
調
形
成
漢
字
と
し
て

多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
源
氏
物
語

の
そ
れ
は
、
古
事
記
で
の
使
い
方
そ
の
ま
ま
を
取
り
入
れ
た
の
で
は

な
く
、
物
語
を
表
現
す
る
の
に
適
し
た
意
味
を
付
け
加
え
、
或
い
は

(
叩
)

整
理
し
て
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
こ

の
、
古
事
記
と
源
氏
物
語
の
漢
字
の
意
味
の
差
が
、
物
語
を
表
現
す

る
語
と
し
て
の
資
格
を
担
っ
て
い
る
部
分
と
も
い
え
よ
う
か
と
思
う
。

最
後
に
、

3
の
「
古
事
記
と
源
氏
物
語
で
意
味
用
法
に
大
き
な
差

の
あ
る
も
の
」
に
属
す
る

「調
」「
制
」
「
請
」
「
興
」
「
辞
」「
動」

「
服
」
「
用
」
に
つ
い

て
ふ
れ
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
漢
字
は
、

一
字
漢

語
サ
変
動
調
形
成
漢
字
と
し
て
、

「調
」
が
十
五
例
、
「
制
」
が
十
二

例
、
「
請
」
が
八
例
使
用
さ
れ
て
お
り
、
使
用
数
と
し
て
は
2
に
属
す

る
漢
字
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の
の
、
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
漢
字
を
3
に
分
類
し
た
理

由
は
、
例
え
ば
、
「
調
」
は
古
事
記
で
は
「
調
律
す
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
が
、
源
氏
物
語
で
は

「整
え
準
備
す
る
」
「
調
伏
す
る
」

「調

理
す
る
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
両
者
の
意
味
に
大
き
な
差
が
認
め
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ

な
の
で
、
こ
こ
で
は
説
明
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
さ
て
、

こ
れ

ら
の
漢
字
は
、
用
例
数
と
し
て
は
比
較
的
多
い
も
の
の
、

2
に
属
す

る
漢
字
群
ほ
ど
の
多
さ
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
漢
字
の
種

類
と
し
て
は
人
種
が
こ
こ
に
属
し
て
お
り
、
三
つ
に
分
類
し
た
中
で

は
最
も
多
い
。
従
っ
て
、
古
事
記
と
源
氏
物
語
で

一
字
漢
語
サ
変
動

調
形
成
漢
字
を
比
較
し
た
場
合
、
意
味
用
法
が
大
き
く
異
な
る
漢
字

が
字
種
と
し
て
は
最
も
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、

源
氏
物
語
で
使
用
さ
れ
る
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
が

必
ず
し
も
前
代
の
古
事
記
の
意
味
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
者
の
聞
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
何
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

源
氏
物
語
の
一
字
漢
語
サ
変
動
調
形
成
漢
字
は
、
い
っ
た
い
ど
こ

か
ら
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
仮
説
と
し
て
、
当
初
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
を
考
え
て
み
た
。
固
有
の
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
日
本
の
古
代
人

は
、
中
国
の
文
字
で
あ
る
漢
字
を
使
っ
て
日
本
語
を
表
記
し
た
。
そ

の
際
、
同
じ
よ
う
な
意
味
を
表
す
多
種
の
漢
字
の
中
か
ら
、
最
も
適

当
な
語
を
取
捨
選
択
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
例
え
ば
「
天
皇
に
申
し

上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
の
「
ま
を
す
」
は
、

「申
」
で
は
な
く

「
奏
」
を
使
う
と
い
っ
た
漢
字
の
選
択
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
日
本
語
の

表
記
に
お
い
て
定
着
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
天
皇
に
申
し
上
げ
る
」
と

い
う
意
味
で
使
わ
れ
る

「奏
」
が
音
読
さ
れ
、
漢
語
と
し
て
も
使
用

さ
れ
る
。
そ
し
て
漢
語
サ
変
動
調
、

「奏
す
」
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
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が
、
源
氏
物
語
の
よ
う
な
和
文
に
も
使
わ
れ
た
、
と
い
っ
た
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
拙
稿
の
筆
者
が
、
こ
こ
で
古
事
記
と
の
比
較
を

行
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
こ

と
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
検
討
の
結
果
か
ら
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
考
え
に
く
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形

成
漢
字
に
お
け
る
、
古
事
記
と
の
関
連
性
が
強
く
は
認
め
ら
れ
な
い

か
ら
で
あ
る
。

源
氏
物
語
の
一
字
漢
語
サ
変
動
調
形
成
漢
字
は
ど
こ
か
ら
き
た
の

か
。
先
に
仮
説
と
し
て
掲
げ
た
プ
ロ
セ
ス
の
他
に
も
、
色
々
な
可
能

性
は
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
漢
文
訓
読
の
世
界
で
生
じ
た
と

い
う
可
能
性
で
あ
る
。
例
え
ば
、
漢
文
に

「
念
」
が
出
て
き
た
と

き
、
こ
れ
を
「
オ
モ
フ
」
で
は
な
く

「念
ズ
」
と
漢
語
サ
変
動
詞
で

読
む
こ
と
が
定
着
し
た
結
果
、
「
念
、
ず
」
と
い
う
語
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
源
氏
物
語
に
も
使
わ
れ
た
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
の

他
に
は
、
漢
字
を
使
っ
て
日
本
語
を
表
記
す
る
と
い
う
書
く
と
い
う

行
為
、
漢
文
訓
読
の
よ
う
に
訓
む
と
い
う
行
為
と
は
別
に
、
話
す
と

い
う
行
為
の
中
で
二
字
漢
語
サ
変
動
詞
が
生
ま
れ
た
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
語
に
よ
っ
て
、
プ
ロ

セ
ス
が
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
残
存
す
る
限
ら

れ
た
文
献
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
こ
と
自
体
、
無
理
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字

の
意
味
用
法
を
考
え
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
け
る
漢
語
の
受
容
、

漢
語
の
成
立
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
要
な
の
で
、
今
後
検
索
文
献
を

広
げ
、
さ
ら
に
様
々
な
角
度
か
ら
、
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字

の
問
題
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

主(1
)

漢
語
サ
変
動
詞
と
は
、
漢
語
に
サ
変
動
詞
「
す
」
が
後
接
し
て
成
立

し
た
語
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
漢
詩
の
部
分
に
は
、
漢
字
一
字
か

ら
な
る
漢
語
も
あ
れ
ば
、
漢
字
二
字
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
か
ら
な
る

漢
語
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
漢
字
一
字
か
ら
な
る
も
の
を
、
二
字
漢
語

サ
変
動
詞
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
三
字
以
上
か
ら
成
る
漢
語
サ
変
動
詞
と

区
別
し
た
。
そ
し
て
、
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
の
み
を
対
象
と
し
て
考
察

を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
漢
字
二
字
以
上
か
ら
な
る
漢
語
サ
変
動
詞

は
、
漢
詩
の
部
分
が
単
独
で
使
用
さ
れ
た
り
、
漢
詩
と
「
す
」
と
の
間

に
助
詞
が
入
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
漢
詩
と
「
す
」
の
接
合
の
度
合

い
が
一
字
の
場
合
に
比
べ
て
弱
い
と
み
て
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な

か
っ
た
。
加
え
て
、
古
事
記
に
は
、

二
字
以
上
か
ら
な
る
漢
詩
サ
変
動

詞
の
漢
語
の
部
分
が
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
理
由
の

一つ

で
あ
る
。

(
2
)

「念
ズ
」
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
先
行
論
文
が
あ
る
。

岩
下
祐
一
「
〈念
ず
〉
の
多
義
性
に
つ
い
て
」
(
『
園
学
院
雑
誌
』

刊
川
口
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
)
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「
漢
語
サ
変
動
詞

「念
ず
』
の
表
現
価
値
」
(
「
国
語
学

研
究
」
ぬ

平

成

二
年
十
二
月
)

「
和
化
漢
文
に
お
け
る

「
念
」
「
思
」
の
用
字
法
」

(『広
島
女
学
院
大
学
園
諸
国
文
学
誌
」
第
二
十
六
号

平
成
八
年
十
二
月
)

「平
安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る

『念
ス
』
の
意
味
・
用

法
|

|
「
オ
モ
フ
」
と
比
較
し
て
|
|
」
(
『
国
文
学

孜
』
四
一
九
九
一
年
3
月
)

右
の
論
文
で
は
、
「
祈
る
」

「我
慢
す
る
」
の

「念
ず
」
は
、
意
味

を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
精
神
を
一
心
に
集
中
し
て
動
揺

の
な
い
状
態
に
す
る
」
と
い
う
意
味
に
於
い
て
は

一
致
し
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
、

「我
慢
す
る
」
の
意
は
「
祈
る
」
の
意
か
ら
派
生
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。

(4
)

拙
稿
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
『
諦
ス
』
の
意
味
用

法」

(「
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』

3

一
九
九

三
年
七
月
)

「
「率
る
』
と
「
具
す
」
に
つ
い
て
」

(「
野
洲
国
文
学
』

叩
昭
和
四
十
七
年
九
月
五
日
)

「
漢
語
サ
変
動
詞

『具
ス
』
の
和
化
過
程
」

(『国
語
学

研
究
」
幻
一
九
八
七
年
十
二
月
)

「漢
語
サ
変
動
詞

『怨
ず
』
の
意
味
と
表
現
価
値
」

(「
国
語
学
研
究
』
お
一
九
八
八
年
十
二
月
)

「
『
信
ず
」
の
展
開
語
義
か
ら
見
て
」
(『昭
和
学
院

短
期
大
学
紀
要
』
凶
一
九
八

O
年
二
月
)

藤
原
浩
史

拙
稿

3 

拙
稿

5 

森
下
喜
一

藤
原
浩
史

6 

藤
原
浩
史

7 

岩
下
祐

「今
昔
物
語
集
に
お
け
る
漢
語
サ
変
動
詞
「
死
す
』
の

用
法
」
(
『
国
諸
国
文
学
研
究
』
お
一
九
九
二
年
九

月
)

(
9
)

こ
の
箇
所
の
「
ょ
う
せ
さ
せ
」
は
、
意
味
か
ら
す
る
と

「用
ぜ
さ

せ
」
で
は
な
く
「
要
ぜ
さ
せ
」
と
も
解
せ
な
い
こ
と
は
な
い
。
た
だ

し
、
そ
の
場
合
は
、
「
要
」
の
音
は
「
え
う
」
で
あ
る
か
ら
、
表
記
が

異
な
る
こ
と
に
な
る
。
源
氏
物
語
の
写
本
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
で

あ
る
か
ら
、
「
要
」
を
「
え
う
」
と
せ
ず
、
「
ょ
う
」
と
表
記
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
転
写
を
重
ね
る
う

ち
に
表
記
を
誤
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
該
例

の
「
ょ
う
せ
」
が
「
要
せ
」
な
の
か
「
用
せ
」
な
の
か
と
い
う
問
題
が

残
っ
て
い
る
。
も
し
、
こ
こ
を
、
「
要
す
」
と
考
え
れ
ば
、
源
氏
物
語

中
に

「用
ず
」
の
例
は
一
例
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
叩
)
古
事
記
が
書
か
れ
て
か
ら
源
氏
物
語
が
書
か
れ
る
ま
で
の
聞
に
は
お

よ
そ
三
一
百
年
の
歳
月
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
問
に
、
和
文
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
一
字
漢
語
サ
変
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
は
限
定
さ
れ
、
洗
練
さ

れ
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
、
つ
。

8 

高
橋
敬
一
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